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このたびは、バロネス製品をお買い上げいただきま
して、誠にありがとうございます。
本書は、この製品の正しい取り扱い方法と調整方法、
また点検方法について説明しています。
いつまでも優れた性能を発揮させ、安全な作業をし
ていただきますようお願いいたします。
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本書を読んで製品の使用方法や整備方法を十分に理解し、他人に迷惑のかからない、適切な方法でご使用くださ

い。

この製品を適切かつ安全に使用するのはお客様の責任です。

この機械のメンテナンスは、専門知識のある整備士が実施してください。

整備について、また純正部品についてなど、分からないことはお気軽にバロネス販売代理店または弊社にお問い合

わせください。

お問い合わせの際には、必ずこの製品の機種名と製造番号をお知らせください。

この製品を貸与または、譲渡する場合はこの製品と一緒に本書をお渡しください。

株式会社　共栄社

危険警告記号の説明

本書では安全に関する重要な取り扱い上の注意事項について、危険警告記号を使用し、次のように表示して
います。

696cq5-001

危険警告記号

この記号は「危険」「警告」「注意」に関する項目を意味します。

いずれも安全確保のための重要事項が記載してありますので、注意してお読みいただき、十分理解してから作業を

行ってください。

これらを遵守されない場合、事故につながるおそれがあります。

その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになるものを示しています。

その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負うおそれがあるものを示しています。

その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれのあるもの、または物的損傷の発生が予測されるものを示し

ています。

製品の構造などの注意点を示しています。
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使用上の注意

本書記載事項は、改良のため予告なしに変更する
場合があります。
部品交換を行う場合は、必ず「BARONESS 純正
部品」または「弊社指定部品」を使用してくださ
い。
純正部品以外の部品を使用して生じた不具合に
ついては責任を負いかねます。

この製品を使用する前に下記の取扱説明書を必ず
お読みいただき、内容を十分にご理解ください。

バロネス製品の取扱説明書

エンジンの取扱説明書

バッテリーの取扱説明書

使用目的

グリーン用/ティー用：この製品は、ゴルフ場の芝
草刈り作業を目的とした機械です。
フィールド用：この製品は、サッカー場・野球場の
芝草刈り作業を目的とした機械です。
この目的以外で使用したり、機械の改造をしないで
ください。
この製品をその他の目的で使用したり、改造すると
大変危険であり、機械を損傷する原因にもなりま
す。
また、この製品は特殊自動車の型式認定を取得して
いませんので、一般道路は走行できません。

・

・

・
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誤使用や整備不良は負傷や死亡事故につながります。

この製品は、安全な取り扱いができるように設計
されており、工場出荷時には十分な試運転や検査
を重ねた上で出荷しております。
事故防止のための安全装置は装備しております
が、これらは適切な操作、取り扱い、および日常
の管理方法が大きく影響します。
この製品を適切に使用または管理しない場合、人
身事故につながるおそれがあります。
以下の安全指示に従い、安全な作業を行ってくだ
さい。

安全上の注意事項

トレーニング

本書や関連する機器の説明書をよくお読みく
ださい。
各部の操作方法や警告ラベル、機械の正しい使
用方法に十分慣れておきましょう。

オペレーター、整備士が本書で使用している言
語が読めない場合には、オーナーの責任におい
て、本書の内容を十分に説明してください。

すべてのオペレーター、整備士に適切なトレー
ニングを行ってください。
トレーニングはオーナーの責任です。
特に以下の点についての十分な指導が必要で
す。

乗用機械を取り扱うときは注意と集中が必
要である。

斜面で機体が滑り始めるとブレーキで制御
することは非常に難しくなる。
斜面で制御不能となる主な原因：

タイヤのグリップ不足

速度の出しすぎ

不適切なブレーキ操作

不適当な機種選定

地表条件（凸凹、凍結、ぬかるみ）特に傾
斜角度を正しく把握していない場合

不適切な連結と重量分配

子供（18 才未満）や正しい運転知識の無い方に
は機械を使用させないでください。
地域によっては機械のオペレーターに年齢制
限を設けていることがありますのでご注意く
ださい。

オーナーやオペレーターは自分自身や他者に
対する事故、あるいは器物損壊に対する責任が
あり、それらを防ぐことができます。

1.

2.

3.

〔1〕

〔2〕

-

-

-

-

-

-

4.

5.

他者に対する事故や器物損壊などについては
オーナー、オペレーター、整備士が責任を負う
ことに留意してください。

ROPS は転倒時保護装置です。
ROPS を取り外したり変更しないでください。

損傷した ROPS は交換してください。
修理や改造をしないでください。

本書には、必要に応じて追加の安全情報が記載
されています。

通常の操作位置から機械の左右を決めていま
す。

使用する前に

作業場所を良く観察し、安全かつ適切に作業す
るには、どのようなアクセサリーやアタッチメ
ントが必要かを判断してください。
メーカーが認めた以外のアクセサリーやア
タッチメントを使用しないでください。

作業には安全靴と長ズボン、ヘルメット、保護
メガネ、マスク、および聴覚保護具（イヤーマ
フ）を着用してください。
長い髪、だぶついた衣服、装飾品などは可動部
に巻き込まれるおそれがあります。
裸足やサンダルで機械を使用しないでくださ
い。

機械が使われる区域を点検し、小石、玩具、お
よび針金のような、機械がはね飛ばす可能性の
あるすべての物体を取り除いてください。

子供を作業区域に入れないでください。
オペレーター以外の大人の監視下に置いてく
ださい。

燃料の取り扱いには十分注意してください。

燃料は引火性が高いので、以下の注意を必ず守っ
てください。

燃料は専用の容器に保管する。

給油はエンジンを始動する前に行う。
エンジンの運転中やエンジンが熱いときに
燃料タンクのフタを開けたり給油をしない。

給油は必ず屋外で行い、給油中は喫煙しな
い。

燃料がこぼれたらエンジンを始動せずに、機
械を別の場所に動かし、気化した燃料ガスが
十分に拡散するまで引火の原因となるもの
を近づけない。

燃料タンクや燃料容器のフタは確実に閉め
る。

6.

7.

8.

9.

10.

1.

2.

3.

4.

5.

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕
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運転操作装置（ハンドル、ペダル、レバーな
ど）、安全装置、防護カバーが正しく取り付け
られ、正しく機能しているか点検してくださ
い。
これらが正しく機能しないときには機械を使
用しないでください。

ブレーキの効きが悪い場合は、必ず調整、修理
してから使用してください。

マフラーが破損したら必ず交換してください。

複数のリールカッターを持つ機械では、1つの
リールカッターを回転させると他も回転する
場合がありますので注意してください。

運転・操作

アルコールや薬物を摂取した状態で運転をし
ないでください。

有毒な一酸化炭素ガスがたまる可能性のある
閉め切った場所では、エンジンを作動しないで
ください。

エンジンを始動する前に、すべての駆動部を遮
断し、走行シフトをニュートラルにして、駐車
ブレーキをかけてください。
運転席に着座してエンジンを始動してくださ
い。
シートベルトがある場合は着用してください。

エンジンのガバナーの設定を変えたり、エンジ
ンの回転速度を上げすぎたりしないでくださ
い。
エンジンを規定以上の回転速度で使用すると、
人身事故を起こす危険が増大します。

ガードや安全保護装置が破損したり、正しく取
り付けられていない状態のままで機械を運転
しないでください。
インターロック装置は絶対に取り外さないで
ください。
正しく調整した状態で使用してください。

回転部に手足を近づけないでください。

オペレーター以外の人を乗せないでください。

周囲に人がいるとき、特に子供やペットがいる
ときは、絶対に機械を使用しないでください。

十分に明るい場所でのみ運転し、穴や、隠れた
危険を避けるようにしてください。

落雷のおそれがあるときは、運転を中断して機
械から離れてください。

急停止、急発進しないでください。

後進するときは、下方と後方の安全に十分注意
してください。

旋回するとき、道路を横切るときは減速し、周
囲に十分注意してください。

見通しの悪い曲がり角、植え込みや立ち木など
の陰では安全に十分注意してください。

6.

7.

8.

9.

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

わき見運転、手放し運転はしないでください。

機械を運転する際に、折りたたみ式の ROPS を
起こして、ロックした状態にして、シートベル
トを使用してください。

ROPS の折りたたみが必要なときに限り、一時的
に倒してください。
倒した状態でシートベルトを着用しないでく
ださい。
折りたたみ式 ROPS が下した位置にあるときは、
転倒時の保護はありません。

「安全な斜面」はありません。
芝生や草が生えた斜面での走行には特に注意
が必要です。
転倒を防ぐために、次の指示に従ってくださ
い。

斜面では急停止、急発進しない。

走行クラッチがある機械はクラッチをゆっ
くりつなぐ。
また坂を下る場合は、走行ギヤを入れた状態
にする。

斜面の走行や旋回は低速で行う。

凸凹や穴、隠れた障害物が無いか常に注意す
る。

決められた角度以上の傾斜地またはスリップ
の危険がある場所では、絶対に使用しない。

グラスキャッチャーや他のアタッチメントを
使用して機械を運転しているときは、特別な注
意を払ってください。
それらは機械の安定性に影響することがあり
ます。

作業時以外は、カッティングユニットへの駆動
を停止してください。

機械を離れる場合は次を厳守してください。

平らな場所に停止する。

すべての駆動を停止する。

駐車ブレーキをかける。

エンジンを停止する。

エンジンキーを抜き取る。

以下のような状況になった場合には、エンジン
を停止してください。

燃料を給油するとき。

グラスキャッチャーを取り外すとき。

作業高さや作業深さを調整するとき。
ただし運転位置から遠隔操作で行える場合
は除きます。

詰まりを取り除くとき。

機械の点検、清掃、整備作業などをすると
き。

15.

16.

17.

18.

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

19.

20.

21.

22.

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

23.

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕
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機械に異物がぶつかったり、異常な振動を感
じたとき。
機械を再始動する前に機械の損傷を点検・修
理してください。

エンジンを停止するときにはエンジン回転を
下げてください。

人に向かって排出物を排出しないでください。
壁や障害物に対して排出物を排出しないでく
ださい。
排出物は、オペレーターに向かって跳ね返るこ
とがあります。

機械をトラックやトレーラーに積載する場合
は、十分注意してください。
積み降ろしは平らな安全な場所で、トラックや
トレーラーの駐車ブレーキをかけ、エンジンを
停止し、輪止めをして行ってください。
トラックやトレーラーに積載して移動すると
きは、機械の駐車ブレーキをかけ、エンジンを
停止し、強度が十分あるロープなどで機械を固
定してください。
あゆみ板を使用する場合は、幅、長さ、強度が
十分あり、スリップしないものを選んでくださ
い。

機械を輸送する場合は、燃料コックは閉じてく
ださい。

保守

絶対に訓練を受けていない人に機械を整備さ
せないでください。

修理・調整・清掃作業の前には以下を行ってく
ださい。

平らな場所で機械を停止する。

カッティングユニットへの駆動を停止する。

カッティングユニットおよび装備している
場合はアタッチメントを下げる。

駐車ブレーキをかける。

エンジンを停止する。

エンジンキーを抜き取る。

機械のすべての動きが完全に停止したこと
を確認する。

点検・整備はマフラーやエンジンが冷めてから
行ってください。

火災防止のため、エンジンやマフラーなどの高
温部、バッテリー、および燃料タンクの周囲
に、余分なグリース、草や木の葉、埃などがた
まらないよう注意してください。
オイルや燃料がこぼれた場合はふき取ってく
ださい。

調整、整備などに必要な工具類は適切な管理を
し、目的に合った工具を正しく使用してくださ
い。

〔6〕

24.

25.

26.

27.

1.

2.

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

〔6〕

〔7〕

3.

4.

5.

修理作業の前にはバッテリーケーブルを取り
外してください。
先にマイナスケーブルを取り外してからプラ
スケーブルを取り外してください。
取り付ける場合は、プラスケーブルから取り付
けてください。

機械をジャッキアップする場合は、ジャッキス
タンドなどを使用し、確実に支えてください。

可動部に手足を近づけないでください。
可能な限り、エンジンが作動したままで調整作
業をしないでください。

配線などが接触したり、被覆のはがれがないよ
うに注意してください。

すべての部品が良好な状態にあるか点検を怠
らないでください。
消耗したり破損した部品やラベルは安全のた
め早期に交換してください。

常に機械全体の安全を心掛け、ナットやボル
ト、ねじ類が十分締まっているかを確認してく
ださい。

部品を取り外すときなど、スプリングや油圧な
どの圧力が一気に解放される場合があります
ので、注意してください。

油圧機器を取り外すなど、油圧系統の整備をす
る場合は、必ず減圧してから行ってください。

油圧系統のラインコネクターは十分に締まっ
ているかを確認してください。
油圧をかける前に油圧ラインの接続やホース
の状態を確認してください。

油圧回路のピンホール漏出やノズルの油漏れ
を確認する場合は、絶対に手ではなく、紙や段
ボールなどを使用して漏出箇所を探してくだ
さい。
高圧オイルは、皮膚を突き破ることがあり、人
的事故をおこすおそれがありますので、十分注
意してください。
万一、油圧作動油が体内に入った場合には、こ
の種の労働災害に経験のある施設で数時間以
内に外科手術を受けないと壊疽を起こします。

リールカッターとベッドナイフの点検を行う
ときには安全に十分注意してください。
必ず手袋を着用してください。

刃合わせ調整中は、リールカッターとベッドナ
イフの間に指が挟まれないように十分注意し
てください。

複数のリールカッターを持つ機械では、1つの
リールカッターを回転させると他も回転する
場合がありますので注意してください。

グラスキャッチャーの磨耗や劣化を、こまめに
点検してください。

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.
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バッテリーの充電は、火花や火気の無い換気の
良い場所で行ってください。
バッテリーと充電器の接続や切り離しを行う
場合は、充電器をコンセントから抜いておいて
ください。
また、ゴム手袋や保護メガネなどを着用し、絶
縁された工具を使用してください。

燃料タンクから燃料を抜く場合は、屋外で作業
をしてください。

保管

機械を保管するときには必ずカッティングユ
ニットおよび装備している場合はアタッチメ
ントを下げておいてください。
ただしカッティングユニットを上げた位置に
確実にロックしておくことができる場合はこ
の限りではありません。

閉めきった場所に機械を保管する場合は、エン
ジンが十分冷えていることを確認してくださ
い。

機械にシートをかけて保管する場合は、過熱部
分が十分冷めていることを確認してから行っ
てください。

炎や火花がある屋内では、タンクに燃料が入っ
た状態で保管しないでください。

機械の保管・搬送時には、燃料コックが付いて
いる機械は、燃料コックを閉じてください。

炎の近くに燃料を保管しないでください。

エンジンクーラントを飲み込むと、健康に害を
およぼしたり死を引き起こすことがあります。
子供やペットの手の届かないところに保管し
てください。

20.

21.

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

安
全
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リサイクルおよび廃棄処分

リサイクルについて

バッテリーなどは環境保護および資源の有効活用
のためにリサイクルされることを推奨します。
また、地域によっては法律により義務付けられて
います。

廃棄処分について

整備、修理などの作業で出た廃棄物については、
地域の法律に従って適切に処分してください。
（例：廃油、不凍液、ゴム製品、配線など）

LM315GC

廃棄
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仕様

仕様表

機種名 LM315GC
名称 乗用 3 連グリーンモア

仕様 グリーン仕様 ティー仕様 フィールド仕様

寸法

全長 215 cm 84.65 in ← ← ← ←

全幅 203 cm 79.92 in ← ← ← ←

全高 ハンドル
132 - 141
cm

51.97 -
55.51 in ← ← ← ←

質量

機械：2 駆

（燃料タン

ク空）

ROPS 無、

グラスキャ

ッチャー

無、グルー

マー無

619 kg 1364.64 lb ← ← ← ←

機械：3 駆

（燃料タン

ク空）

ROPS 無、

グラスキャ

ッチャー

無、グルー

マー無

644 kg 1419.75 lb ← ← ← ←

グラスキャッチャー（1
台分）

12 kg 26.46 lb ← ← ← ←

グルーマー（1 台分） 10 kg 22.05 lb ← ← ← ←

ROPS + シートベルト 28 kg 61.73 lb ← ← ← ←

最小回転半径 161 cm 354.94 in ← ← ← ←

エンジン

型式 Kubota D722-E4B ← ←

種類
立形水冷 4 サイクルデ

ィーゼルエンジン
← ←

総排気量
719 cm3

（0.719 L）
43.87 cu.in. ← ← ← ←

最大出力 - - -

定格出力
12.4 kW（16.9 PS）/
3,000 rpm ← ←

燃料タンク容量

軽油 20.0
dm3（20.0
L）

軽油 5.28
U.S.gals ← ← ← ←

燃料消費率

286 g/kW・

h（定格出力

時）

210 g/PS・
h（定格出力

時）

← ← ← ←

エンジンオイル容量
2.8 dm3

（2.8 L）
0.74
U.S.gals ← ← ← ←

冷却水容量
3.0 dm3

（3.0 L）
0.79
U.S.gals ← ← ← ←

油圧タンク容量
16.0 dm3

（16.0 L）
4.23
U.S.gals ← ← ← ←

ミッションオイル容量 - - -
作業幅（刈幅） 152 cm 59.84 in ← ← ← ←

LM315GC
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作業範囲（刈高）
3.5 - 18.0
mm

0.059 -
0.709 in

6.0 - 20.0
mm

0.236 -
0.787 in

10.0 - 40.0
mm

0.394 -
1.575 in

リール刃数 9 枚・11 枚 7 枚 ←

駆動方式
走行

HST（無段変速）方式 2
駆［3 駆（2 駆・3 駆切

り替え）]
← ←

作業部 メカ切り替え方式 ← ←

速さ（HST）

前進
0 – 15.0
km/h

0 - 9.32
mph ← ← ← ←

後進

0 - 6.0
km/h［3 駆

仕様の 2 駆

時 0 - 9.0
km/h］

0 - 3.73
mph［3 駆

仕様の 2 駆

時 0 - 5.59
mph］

← ← ← ←

速さ（メカ） - - -

能率

7,296 m2/h
（6.0 km/h x
刈幅 x 0.8）

1.8 acres/
hour（3.73
mph x 刈幅

x 0.8）

← ← ← ←

使用最大傾斜角度 15 度 ← ←

タイヤサイ

ズ

前輪 Smooth 18 x 9.50-8 2P Pillow Dia 18 x 8.50-8
4P Smooth 18 x 9.50-8 2P

後輪 Smooth 18 x 9.50-8 2P Pillow Dia 18 x 8.50-8
4P Smooth 18 x 9.50-8 2P

タイヤ空気

圧

前輪
80 kPa（0.8
kgf/cm2）

11.60 psi
100 kPa
（1.4 kgf/
cm2）

14.50 psi
80 kPa（0.8
kgf/cm2）

　

11.60 psi

後輪
80 kPa（0.8
kgf/cm2）

11.60 psi
100 kPa
（1.4 kgf/
cm2）

14.50 psi
80 kPa（0.8
kgf/cm2）

11.60 psi

バッテリー

55B24L
（BCI GROUP SIZE
51R：推奨相当品 EXIDE
51R-60）

← ←

スパークプラグ - - -

出荷時のエンジン最高回転速度は、3,000 rpm

製
品
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音圧レベル

音圧

この機械は、国際規格 ISO 5395-1:2013 に則し
て同型機で測定した結果、オペレーターの耳の
位置での連続聴感補正音圧レベルが 87 dB 相当
であることが確認されています。

音響レベル

音響

この機械は、国際規格 ISO5395-1:2013 に則して
同型機で測定した結果、音響レベルが 103 dB で
あることが確認されています。

LM315GC
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各部の名称

1
6

9
5

16

7

10
15

4
14

8

13

11

2

3

12

quwxcl-127

各部の名称_001

1 操作パネル

2 ハンドル

3 シート

4 シート下カバー

5 モアペダル

6 リール回転スイッチ

7 リール逆転レバー

8 変速ミッション切り替えレバー

9 走行ペダル

10 駐車ブレーキレバー

11 ボンネット

12 バッテリー

13 燃料タンク

14 ラジエーターカバー

15 モアユニット

16 グラスキャッチャー

規制ラベル

規制ラベル貼付位置

A

BC

quwxcl-126

規制ラベル貼付位置_001

A 機番プレート

B ROPS 認証ラベル

C ROPS 注意ラベル

規制ラベルの説明

機番プレート

機番プレートは、機種名と機番が記載されてい
ます。

4ogipb-001

機番プレート_001

製
品
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ROPS 認証ラベル

ROPS 認証ラベルには、国際規格 ISO21299:2009
に則して、適合機械メーカー、モデルなどが記
載されています。

c3td3e-003

ROPS 認証ラベル_001

ROPS 注意ラベル

ROPS 注意ラベルには、以下の注意事項が記載さ
れています。

ダメージを受けた ROPS は交換してください。

修理や修正をしないでください。

mei2t3-001

ROPS 注意ラベル_001

警告ラベルと指示ラベル

警告ラベルと指示ラベルについて

この製品には、警告ラベルと指示ラベルが貼り付
けられています。
ラベルはきれいに保ち、損傷や汚れ、はがれが
あった場合は、新しいものと交換してください。

交換するラベルの部品番号は、パーツカタログに
記載されております。
販売代理店または弊社に注文してください。

・

・

警告ラベル・指示ラベル貼付位置

7
2

1

3
5

6
64

9
12

8

10

11

2A0D1DB5

警告ラベル・指示ラベル貼付位置_001

1 D 操作ラベル

2 切断注意ラベル

3 火気厳禁ラべル

4 油圧作動油マーク

5 ディーゼル燃料ラベル

6 高温部注意ラベル

7 巻き込まれ注意ラベル

8 傾斜地注意ラベル

9 排ガス飛散注意ラベル

10 3WD 傾斜注意ラベル

11 高温部冷却液噴出注意ラベル

12 公道乗車禁止マーク

LM315GC
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警告ラベル・指示ラベルの説明

D 操作ラベル

LM315GC0504B0
D 操作ラベル

　

取扱説明書をお読みください。

　

駐車ブレーキをかけ、エンジンを停止し、エンジ
ンキーを抜いてから機械を離れてください。

1

2

oasli3-001

D 操作ラベル_001

切断注意ラベル

K4205001600
切断注意ラベル

手足を切る - 刃の回転を停止し、エンジンを停止
しないとケガをするおそれがあります。

STOP
STOP

wyikja-001

切断注意ラベル_001

1.

2.

火気厳禁ラベル

K4205001940
火気厳禁ラベル

火気厳禁

r653fo-001

火気厳禁ラベル_001

油圧作動油マーク

K4209000980
油圧作動油マーク
取扱説明書をお読みください。

i77xz6-001

油圧作動油マーク_001
製
品
概
要
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ディーゼル燃料ラベル

K4209001460
ディーゼル燃料ラベル
軽油を使用してください。

xmitt2-001

ディーゼル燃料ラベル_001

高温部注意ラベル

K4205001920
高温部注意ラベル

高温 - 火傷をするので、触らないでください。

xekv4l-001

高温部注意ラベル_001

巻き込まれ注意ラベル

K4205001910
巻き込まれ注意ラベル

回転物注意 - エンジン回転中はベルトに手を近
づけないでください。

hj8m6e-001

巻き込まれ注意ラベル_001

LM315GC
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傾斜地注意ラベル

K4205002040
傾斜地注意ラベル

ROPS 非装着の場合：

転倒-15 度以上の傾斜の斜面での作業は行わな
いでください。
斜面を下るときは、モアユニットを下げて低速で
走行してください。

ROPS 装着の場合：

転倒-15 度以上の傾斜の斜面での作業は行わな
いでください。
斜面を下るときは、モアユニットを下げて低速で
走行してください。
シートベルトを着用してください。（ROPS 装着
時）

SLOW

pcmt39-001

傾斜地注意ラベル_001

排ガス飛散注意ラベル

K4205002050
排ガス飛散注意ラベル

排ガスに注意 - 作業者以外は機械から安全な距
離を保つようにしてください。

飛散物 - 人を機械から遠ざけてください。

ls39pq-001

排ガス飛散注意ラベル_001

3WD 傾斜注意ラベル

K4205002080
3WD 傾斜注意ラベル
（3WD 仕様のみ）

転倒 - 下り坂の走行中は 2WD - 3WD の切り替
え操作は行わないでください。
下り坂の走行中はリール回転スイッチを「回転」
側にしないでください。
下り坂を 3WD で走行しないでください。

bf9mqx-001

3WD 傾斜注意ラベル_001

製
品
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高温部冷却液噴出注意ラベル

K4205001970
高温部冷却液噴出注意ラベル

冷却液の噴出に注意 - 熱いときは開けないでく
ださい。
高温 - 火傷をするので、触らないでください。

pwb8d2-001

高温部冷却液噴出注意ラベル_001

公道乗車禁止マーク

K4205001660
公道乗車禁止マーク

46m131-001

公道乗車禁止マーク_001

LM315GC
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点検

機械の性能を引き出し、長くご使用いただくため
に、メンテナンススケジュールに従って点検をして
ください。

リールカッターとベッドナイフ

リールカッターとベッドナイフの点検

刃物に触れる場合は、手を切るおそれがあります
ので、手袋を着用してください。

使用頻度や作業中の異物のかみ込み、移動中で
の損傷などにより切れにくくなることがありま
す。
リールカッターとベッドナイフの点検をし、必
要に応じて刃合わせ調整、リールカッターと
ベッドナイフのバックラッピング、研磨、また
は交換をしてください。

リールカッターとベッドナイフの刃先が丸み
を帯びて切れにくくなっていないか確認して
ください。

リールカッターとベッドナイフが割れていな
いか確認してください。

リールカッターとベッドナイフの磨耗量を確
認してください。

リールカッターとベッドナイフが研削焼けし、
変色していないか確認してください。

リールカッターのリリーフ（2番）があるか確
認してください。

リールカッターと円盤との溶接がはがれてい
ないか確認してください。

カバー

カバーの点検

点検時にカバーを取り外した場合は、必ず元の位
置に確実に取り付けてください。
カバーが取り外されていると、回転物やベルトに
触れたり、異物が飛散してケガをするおそれがあ
ります。

リールカバーおよび各カバーに磨耗や劣化が
無いか確認してください。

リールカバーおよび各カバーに破損が無いか
確認してください。

リールカバーおよび各カバーの変形による可
動部への干渉が無いか確認してください。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

1.

2.

3.

リールカバーおよび各カバーが所定の位置に
取り付けられているか確認してください。

ローラー

ローラーの点検

使用頻度によるベアリングの磨耗や、水分が入
ることでベアリングなどが損傷することにより、
ローラーが円滑に回らないことがあります。
ローラーの点検をし、必要に応じてオイルシー
ル、ベアリングなどの部品を交換してください。

ローラーの減り、固着が無いか確認してくだ
さい。

ローラー軸が磨耗していないか確認してくだ
さい。

オイルシールの磨耗、損傷は無いか確認して
ください。

ベアリングの磨耗、さびは無いか確認してく
ださい。

ローラー軸にガタが無いか確認してください。

ラジエーターカバー

ラジエーターカバーの点検

ラジエーターカバーに損傷が無いか確認して
ください。

ラジエーターカバーに汚れが無いか確認して
ください。

4.

1.

2.

3.

4.

5.

1.

2.

LM315GC
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防塵網

防塵網の点検

防塵網に損傷が無いか確認してください。

防塵網に汚れが無いか確認してください。

防塵網の清掃

清掃をしないと、エンジンのオーバーヒート、焼
き付きの原因となります。
また、油圧機器の故障の原因にもなります。

防塵網に埃が付着している場合は、必ず取り除
いてください。
特に、埃の多い場所での作業は、早めに取り除
いてください。

防塵網を引き上げてください。

1

c8vn5c-004

防塵網の清掃_001

1 防塵網

防塵網の裏表を水または圧縮空気で丁寧に清
掃してください。

ラジエーター

ラジエーターの点検

ラジエーターに損傷が無いか確認してくださ
い。

ラジエーターに汚れが無いか確認してくださ
い。

ラジエーターの清掃

清掃をしないと、エンジンのオーバーヒート、焼
き付きの原因となります。
また、油圧機器の故障の原因にもなります。

1.

2.

1.

2.

1.

2.

ラジエーターやオイルクーラーは、へらやドライ
バーなどの固いものおよび、高圧洗浄で清掃しな
いでください。
特殊フィンやチューブを傷め、冷却能力の低下や
冷却水漏れの原因になります。

ラジエーターに埃が付着している場合は、必ず
取り除いてください。
特に、埃の多い場所での作業は、早めに取り除
いてください。

ボルトを取り外してください。

ラジエーターカバーを開けてください。

防塵網を上方向に引き出し、取り外してくだ
さい。

1
2

4

3

va4j43-004

ラジエーターの清掃_001

1 ボルト

2 ラジエーターカバー

3 防塵網

4 ラジエーター

ラジエーターの裏表を水または圧縮空気で丁
寧に清掃してください。

1.

2.

3.

4.

取
り
扱
い
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冷却水

冷却水の点検

エンジン運転中および停止直後のラジエーター、
冷却水には絶対に触れないでください。
高温のため火傷をするおそれがあります。

点検はエンジンが十分冷えてから、行ってくださ
い。

リザーブタンクの冷却水が「FULL」と「LOW」
の間にあることを確認してください。

FULL

LOW

1

ckvlsx-001

冷却水の点検_001

1 リザーブタンク

冷却水の補給

エンジン運転中および停止直後のラジエーター、
冷却水には絶対に触れないでください。
高温のため火傷をするおそれがあります。
ラジエーターが十分冷えてから、ラジエーター
キャップを開けてください。

補給はエンジンが十分冷えてから、行ってくださ
い。

1.

ラジエーターキャップは、加圧式です。
エンジンが過熱した状態でラジエーターキャッ
プを取り外すと高温の蒸気が噴き出し、火傷をす
るおそれがあります。
水温および、圧力が下がってからキャップを厚手
の布などを当て、徐々に開けてください。

冷却水を補給する場合は、必ず水道水などのきれ
いな水を使用してください。

ラジエーターキャップはしっかり閉めてくださ
い。
キャップが緩んでいたり、不適切に取り付けられ
ていると水が漏れてエンジンがオーバーヒート
により損傷します。

リザーブタンクの冷却水が「LOW」以下の場合
は、リザーブタンクのキャップを開け、
「FULL」まできれいな水を補給してください。

1

2

ouuoov-025

冷却水の補給_001

1 リザーブタンク

2 リザーブタンクキャップ

1.

LM315GC
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リザーブタンクの冷却水が無い場合は、以下
の要領できれいな水を補給してください。

ラジエーターキャップを開け、口元までき
れいな水を補給してください。

リザーブタンクのキャップを開け、「FULL」
まできれいな水を補給してください。

1

2

ouuoov-010

冷却水の補給_002

1 ラジエーターキャップ

2 ラジエーター

油圧作動油

油圧作動油の点検

水平な場所でモアユニットを上げた状態にし
てください。

作動油が油量ゲージの中心まで入っているか
確認してください。

1

olekci-005

油圧作動油の点検_001

1 油量ゲージ

機体の下を確認し、作動油漏れが無いことを
確認してください。

2.

〔1〕

〔2〕

1.

2.

3.

油圧作動油の補給

異なった種類の作動油を混ぜないでください。

作動油は、シェルテラス S2M46（相当品）を使
用してください。
相当品を使用する場合は油圧作動油性能表を参
考にして、指定された油圧作動油の数値よりも性
能の良いものをご使用ください。
特に動粘度と粘度指数については、指定数値を満
たさない油圧作動油を使用した場合は、油圧回路
が故障します。

参考：
油圧作動油性能表

指定油圧作動油 シェルテラス S2M46

ISO 粘度グレード ISO VG46

密度 15 °C（59 °F）
0.873 g/cm3

（0.0315 lb/in3）

API 度 30.6

引火点（開放式） 230 °C（446 °F）

流動点 -30 °C（-22 °F）

動粘度
40 °C（104 °F） 46 mm2/s（46 cSt）

100 °C（212 °F） 7 mm2/s（7 cSt）

粘度指数 109

ボンネットを開けてください。

以下の要領で、作動油が少ない場合は補給し
てください。

タンクキャップを開け、注入口から作動油
を油面が油圧タンクの油量ゲージの中心に
なるまで入れてください。

1

2
dmhzyz-009

油圧作動油の補給_001

1 タンクキャップ

2 油量ゲージ

タンクキャップを確実に閉めてください。

1.

2.

〔1〕

〔2〕

取
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エンジンを始動し、モアユニットを上げ下ろ
しし、左右にハンドルを切ってください。
前後進を数度繰り返してください。

水平な場所でモアユニットを上げた状態で油
面が、油量ゲージの中心にあるか確認し、必
要があれば補給してください。

機体の下を確認し、作動油漏れが無いことを
確認してください。

ボンネットを閉めてください。

油圧ホース

油圧ホースの点検

油圧回路のピンホール漏出やノズルの油漏れを
確認する場合は、絶対に手ではなく、紙や段ボー
ルなどを使用して漏出箇所を探してください。
高圧オイルは、皮膚を突き破ることがあり、人的
事故を起こすおそれがありますので、十分注意し
てください。
万一、油圧作動油が体内に入った場合には、この
種の労働災害に経験のある施設で数時間以内に
外科手術を受けないと壊疽を起こします。

オイル漏れ、回路の破損、緩み、磨耗、接続部
の緩み、気象劣化、および化学的劣化が無いか、
配管とホースの確認を行ってください。
必要があれば、機械を操作する前に修理を行っ
てください。

エアクリーナー

エアクリーナーの点検

エアクリーナーは吸入された吸気に含まれてい
る砂塵を取り、シリンダーライナー、ピストン
リングの磨耗を防ぎ、エンジンをいつも快調に
する装置です。
エアクリーナーエレメントが汚れていると、エ
ンジン不調の原因となります。

エアクリーナーに損傷が無いか確認してくだ
さい。

3.

4.

5.

6.

1.

エアクリーナーエレメントに汚れが無いか確
認してください。

1

2

34

yt4sup-005

エアクリーナーの点検_001

1 エアクリーナーエレメント

2 クリップ

3 エアクリーナーキャップ

4 エアクリーナーボディ

エアクリーナーの清掃

エアクリーナーエレメントが汚れていると、エ
ンジン不調の原因となります。
エンジンの寿命を延ばすために適切な清掃をす
るように心掛けてください。

クリップ 2か所を外し、エアクリーナー
キャップを取り外してください。

エアクリーナーエレメントを取り外してくだ
さい。

エアクリーナーエレメントを傷つけないよう
に注意し、エアクリーナーエレメントの固い
部分を軽く叩くか、内側から圧縮空気を吹き
付けて埃や屑を取り除いてください。
もし、極端に汚れている場合は、新しいエア
クリーナーエレメントに交換してください。

メンテナンススケジュールに従って、バキュ
エーターバルブを開き、埃や屑を取り除いて
ください。

エアクリーナーボディにエアクリーナーエレ
メントを取り付けてください。

2.

1.

2.

3.

4.

5.

LM315GC
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エアクリーナーキャップを取り付け、クリッ
プで確実に固定してください。

1

2

3

5

4

yt4sup-018

エアクリーナーの清掃_001

1 エアクリーナーエレメント

2 クリップ

3 エアクリーナーキャップ

4 エアクリーナーボディ

5 バキュエーターバルブ

バッテリー

バッテリーの点検

バッテリーの点検・充電は火気厳禁です。
バッテリーが爆発するおそれがあります。

バッテリー液の液面を「LOWER LEVEL」（最低
液面線）以下にしないでください。
バッテリー液の液面が「LOWER LEVEL」（最低
液面線）になったまま使用または、充電すると
バッテリーが爆発するおそれがあります。

マフラーやエンジンなどが十分に冷めてから
行ってください。
火傷をするおそれがあります。

水で湿らせた布で液面線の周囲を清掃してく
ださい。

6.

1.

バッテリー液の液面が「UPPER LEVEL」（最高
液面線）と「LOWER LEVEL」（最低液面線）の
間にあることを確認してください。

U P P E R  L E V E L

L O W E R  L E V E L

1

2

48yhlu-006

バッテリーの点検_001

1 UPPER LEVEL

2 LOWER LEVEL

2.

取
り
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バッテリー液の補給

バッテリー液が身体や目、服などに付着したり、
飲んだりしないように注意してください。
バッテリー液が身体や服に付着したときは、すぐ
に水で洗い流してください。

バッテリー液を補給する際は、保護服、保護メガ
ネなどを着用してください。

マフラーやエンジンなどが十分に冷めてから
行ってください。
火傷をするおそれがあります。

バッテリー液の液面が「UPPER LEVEL」（最高
液面線）と「LOWER LEVEL」（最低液面線）間
の半分以下に低下している場合は、「UPPER
LEVEL」（最高液面線）まで精製水を補給して
ください。

U P P E R  L E V E L

L O W E R  L E V E L

1

2

48yhlu-006

バッテリー液の補給_001

1 UPPER LEVEL

2 LOWER LEVEL

電気配線

電気配線の点検

電気配線の短絡は火災、漏電、電気機器の故障の
原因となります。

端子の接続不良、配線・端子の損傷、接続部の
緩み、気象劣化、および化学的劣化が無いか、
電気配線の確認を行ってください。
必要があれば、機械を操作する前に修理を行っ
てください。

1.

タイヤ

タイヤの点検

タイヤの空気圧を確認してください。

亀裂、損傷、異常磨耗が無いか確認してくだ
さい。

（グリーン用/フィールド用）

　 タイヤサイズ 空気圧

前輪 Smooth 18 × 9.50-82P
80 kPa
（0.8 kgf/cm2）

後輪 Smooth 18 × 9.50-82P
80 kPa
（0.8 kgf/cm2）

（ティー用）

　 タイヤサイズ 空気圧

前輪 PillowDia 18 × 8.50-84P
100 kPa
（1.0 kgf/cm2）

後輪 PillowDia 18 × 8.50-84P
100 kPa
（1.0 kgf/cm2）

ブレーキ

駐車ブレーキの点検

駐車ブレーキレバーを引いたとき、ブレーキ
が効くことを確認してください。

プッシュボタンを押し、駐車ブレーキレバー
を戻したとき、ブレーキの引きずりが無いこ
とを確認してください。

ベルト

ベルトの点検

ベルトの点検は、必ずエンジンを停止させた状態
で行ってください。

ベルトの緩みや損傷、ファンの損傷は、オーバー
ヒートや充電不足の原因となります。

ベルトの中央を指で押さえて、張り具合を確
認してください。

亀裂、損傷、異常磨耗が無いか確認してくだ
さい。

1.

2.

1.

2.

1.

2.

LM315GC
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ワイヤー

ワイヤーの点検

ワイヤーに亀裂、損傷が無いことを確認して
ください。

亀裂、損傷などがある場合は、直ちに交換し
てください。

安全装置

安全装置の点検

安全装置が正常に作動するか確認してください。
「安全装置について」(Page 4-25)

エンジン周り

エンジン周りの点検

燃料系の部品は、取り付け部に緩みやひび割
れ、漏れが無いか確認し、必要があれば交換
してください。

マフラーやマフラーの周りに芝草や可燃物が
付着している場合は、圧縮空気を吹き付けて
清掃してください。

エンジンオイル

エンジンオイルの点検

オイルレベルゲージとオイルフィラーキャップ
は、確実にねじ込んでください。

オイルレベルの点検は、エンジンを停止し、
10 - 20 分後に行ってください。

エンジンを水平状態にし、オイルレベルゲー
ジをいっぱいに差し込み、オイル量を調べて
ください。

1

bgmiun-010

エンジンオイルの点検_001

1 オイルレベルゲージ

1.

2.

1.

2.

1.

2.

上限と下限の間にあれば適量です。

2 31

rnr453-004

エンジンオイルの点検_002

1 オイルレベルゲージ

2 上限

3 下限

エンジンオイルの補給

エンジンオイルの入れ過ぎは、エンジンの破損事
故の原因となります。

絶対に異なった種類のエンジンオイルを混ぜな
いでください。

エンジンオイルは、API サービス分類の CF 級以
上で、使用環境（気温）に合わせた SAE 粘度の
オイルを使用してください。

オイルレベルゲージとオイルフィラーキャップ
は、確実にねじ込んでください。

エンジンオイルの補給は、オイルフィラー
キャップより行います。
オイルフィラーキャップを外し、新しいエン
ジンオイルの油面がオイルレベルゲージの上
限と下限の間になるまで入れてください。

3.

1.

取
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オイルフィラーキャップを閉めてください。

1 kx9ti-004

エンジンオイルの補給_001

1 オイルフィラーキャップ

補給したエンジンオイルは、オイルパンに下
がるまである程度時間を要します。
補給してから 10 - 20 分後にオイルの量を再
点検してください。

燃料

燃料の点検

機械を水平な状態にし、燃料タンク上の燃料
ゲージにて、量の確認をしてください。

1

guc5f6-007

燃料の点検_001

1 燃料ゲージ

2.

3.

燃料の給油

給油はエンジンを始動する前に行ってください。
エンジンの運転中にタンクキャップを開けたり、
給油しないでください。
タンクキャップを開けるときは、エンジン停止後
1 分以上経ってからゆっくりとタンク内の内圧
を抜くように開けてください。
急にタンクキャップを開けると燃料が噴き出す
おそれがあります。

燃料給油時は、火気厳禁です。
喫煙しないでください。

燃料ゲージの F（FULL）の位置以上に給油はし
ないでください。
燃料を入れ過ぎると、傾斜地での走行・作業時な
どにキャップより燃料があふれる可能性があり
ます。

燃料タンク上の燃料ゲージが、E（EMPTY）に近
づいたら早めに燃料（軽油）の給油を行ってく
ださい。

燃料タンク容量は、約 20.0 dm3（20.0 L）です。
参考：
カーゴボックス装着時は、カーゴボックスを後
ろ側にスライドさせて給油を行ってください。

2

1

3     

2e4emp-003

燃料の給油_001

1 燃料タンク

2 タンクキャップ

3 燃料ゲージ

LM315GC
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燃料の空気抜き

空気抜きするとき以外は、必ず空気抜きプラグは
締め付けておいてください。
エンジンストップの原因になります。

燃料タンクに燃料を満たし、燃料コックを開
きます。

燃料フィルターの空気抜きプラグを、2 - 3 回
転緩めます。

プラグから出る燃料に泡がなくなったら、プ
ラグを締め付けます。

1

2

A

B

3 3

kou8ls-003

燃料の空気抜き_001

1 燃料コック

2 燃料フィルター

3 空気抜きプラグ

A ON（開く）

B OFF（閉じる）

噴射ポンプの空気抜きプラグを緩めます。

1

kou8ls-004

燃料の空気抜き_002

1 空気抜きプラグ

運転席に着座します。

駐車ブレーキがかかっていることを確認して
ください。

リール回転スイッチを「停止」側にします。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

走行ペダルが中立になっていることを確認し
てください。

エンジンキーを「START」位置にします。

エンジンキーを「START」位置にして、15 秒以
上たっても空気抜きプラグから出る燃料に泡が
あるときは、30 秒以上休止してから同じ操作を
繰り返してください。

スターターが回転し空気抜きプラグから出る
燃料に泡がなくなったら、エンジンキーを
「OFF」の位置へゆっくりと戻し空気抜きプラ
グを締め付けます。

燃料フィルター

燃料フィルターの点検

燃料フィルターは、燃料に混入した異物を除去
する働きをしています。
燃料の流れが悪くなったら、必要に応じて交換
してください。

燃料漏れが無いか確認してください。

傷、汚れが無いか確認してください。

油漏れ

各部油漏れの点検

油圧系統のメンテナンスを行うときは、モアユ
ニットを下げてください。

50 時間くらい使用すると、締め付け部の緩みな
どが発生し、オイルやグリースが漏れる可能性
があります。
必ず増し締めを行ってください。
機械の下を確認し、オイルやグリースなどの漏
れが無いか確認してください。

グラスキャッチャー

グラスキャッチャーの点検

使用頻度によるグラスキャッチャーの磨耗や損
傷、変形などにより、芝草がきちんと回収でき
なくなることがあります。

グラスキャッチャーに磨耗や劣化が無いか確
認してください。

グラスキャッチャーに破損が無いか確認して
ください。

グラスキャッチャーの変形による可動部への
干渉が無いか確認してください。

8.

9.

10.

1.

2.

1.

2.

3.
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締め付けトルク

締め付けトルク一覧を参照してください。
異常な締め付け、オーバートルクでの締め付けな
どで生じた不具合については、弊社では責任を負
いかねます。

標準締め付けトルク

ボルト、ねじ類

各部には、ボルト止めが多く使われております。
使用初期はボルト、ナットなどの緩みの出る場合がありますので、必ず増し締めを行ってください。

特別指示の無いボルト、ナットは、適切な工具により適正な締め付けトルクで締め付けてください。
締め付けが強すぎると「ねじ」は緩んだり、破損したりします。
締め付け強さは、ねじの種類、強度、ねじ面や座面の摩擦などで決めております。
一覧表は、亜鉛メッキまたはパーカー処理したボルトを対象としております。
めねじの強度が弱い場合は適用できません。
さびていたり、砂などが付着している「ねじ」は、使用しないでください。
所定の締め付けトルクを与えても締め付け不足になります。
ねじ面の摩擦が大きくなり、締め付けトルクのほとんどを摩擦損失し、締め付ける力になりません。
「ねじ」が水や油で濡れている場合は、通常の締め付けトルクで締めないでください。
ねじが濡れるとトルク係数が小さくなり、締め過ぎになります。
締め過ぎると、ねじが伸びて緩んだり、破損することがあります。
一度、大きな負荷がかかったボルトは、使用しないでください。
インパクトレンチで締めるときは、熟練が必要です。
できるだけ安定した締め付け作業ができるように練習してください。

LM315GC

取り扱い説明
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呼び径

一般ボルト

強度区分 4.8

M 4 T
4.8

tib3yb-001

N-m kgf-cm lb-in

M5 3 - 5 30.59 - 50.99 26.55 - 44.26

M6 7 - 9 71.38 - 91.77 61.96 - 79.66

M8 14 - 19 142.76 - 193.74 123.91 - 168.17

M10 29 - 38 295.71 - 387.49 256.68 - 336.34

M12 52 - 67 530.24 - 683.20 460.25 - 593.02

M14 70 - 94 713.79 - 958.52 619.57 - 831.99

M16 88 - 112 897.34 - 1142.06 778.89 - 991.31

M18 116 - 144 1,182.85 - 1,468.37 1,026.72 - 1,274.54

M20 147 - 183 1,498.96 - 1,866.05 1,301.10 - 1,619.73

M22 295 3,008.12 2,611.05

M24 370 3,772.89 3,274.87

M27 550 5,608.35 4,868.05

M30 740 7,545.78 6,549.74

呼び径

調質ボルト

強度区分 8.8 強度区分 10.9

8 T
8.8

8

tib3yb-002

11T
10.9

11

tib3yb-003

N-m kgf-cm lb-in N-m kgf-cm lb-in

M5 5 - 7 50.99 - 71.38 44.26 - 61.96 7 - 10 71.38 - 101.97 61.96 - 88.51

M6 8 - 11 81.58 - 112.17 70.81 - 97.36 14 - 18 142.76 - 183.55 123.91 - 159.32

M8 23 - 29 234.53 - 295.71 203.57 - 256.68 28 - 38 285.52 - 387.49 247.83 - 336.34

M10 45 - 57 458.87 - 581.23 398.30 - 504.51 58 - 76 591.43 - 774.97 513.36 - 672.68

M12 67 - 85 683.20 - 866.75 593.02 - 752.34 104 - 134 1,060.49 - 1,366.40 920.50 - 1186.03

M14 106 - 134 1,080.88 - 1,366.40 938.21 - 1,186.03 140 - 188 1,427.58 - 1,917.04 1,239.14 - 1,663.99

M16 152 - 188 1,549.94 - 1,917.04 1,345.35 - 1,663.99 210 - 260 2,141.37 - 2,651.22 1,858.71 - 2,301.26

M18 200 - 240 2,039.40 - 2,447.28 1,770.20 - 2,124.24 280 - 340 2,855.16 - 3,466.98 2,478.28 - 3,009.34

M20 245 - 295 2,498.27 - 3,008.12 2,168.50 - 2,611.05 370 - 450 3,772.89 - 4,588.65 3,274.87 - 3,982.95

M22 － － － 530 5,404.41 4,691.03

M24 － － － 670 6,831.99 5,930.17

M27 － － － 1,000 10,197.00 8,851.00

M30 － － － 1,340 14,628.78 11,860.34

参考：
「細目ねじ」についても、同じ数値とする。

取
り
扱
い
説
明

LM315GC

取り扱い説明

Page 4-13締め付けトルク



油圧ホース

管用平行ねじ（G,PF）のついたユニオン継手、およびユニオンアダプターのねじの締め付けトルクは、
下記の表のとおりです。
ねじは適正な締め付けトルクで締め付ければ、使用時に緩んだり、漏れたりすることはありません。
流体がシール部から漏れる場合は、無理に締め付けず、シート面のゴミや傷の有無を調べてください。
無理に締め付けると継手の接触部を破損することがあります。
ねじの継手の締め付けは、なるべくトルクレンチで確実に、適正な締め付けトルク値で締め付けてくだ
さい。

ホースサイズの呼び
管用平行

ねじの呼び（G,PF）
締め付けトルク

N-m kgf-cm lb-in
6 1/4 24.50 250 221.28
9 3/8 49.03 500 564.91
12 1/2 58.84 600 677.89
15 3/4 117.68 1200 1,355.78
19 3/4 117.68 1200 1,355.78
25 1 137.30 1400 1,581.74
32 1-1/4 166.72 1700 1,920.69
38 1-1/2 205.94 2100 2,372.61
50 2 245.17 2500 2,824.54

平行ねじ付金具（O リングシール方式）

平行ねじ付金具（Oリングシール方式）のねじの締め付けトルクは、下記の表のとおりです。
アジャスタブル継手は、金具をスパナなどにより強引に設定位置まで締め付けた場合、金具およびワッ
シャーなどが破損することがあります。必ずサイズごとの締め付けトルクを管理してください。

ねじの呼び
締め付けトルク

N-m kgf-cm lb-in
1/4 34.32 - 49.03 350 - 500 309.79 - 442.55
3/8 68.65 - 78.45 700 - 800 619.57 - 708.08
1/2 98.07 - 117.68 1000 - 1200 885.10 - 1,062.12
3/4 147.10 - 176.52 1500 - 1800 1,327.65 - 1,593.18
1 245.17 - 274.59 2500 - 2800 2,212.75 - 2,478.28
1-1/4 294.20 3000 2,655.30
1-1/2 294.20 3000 2,655.30
2 392.27 4000 3,540.40

LM315GC

取り扱い説明
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重要締め付けトルク

機種別締め付けトルク

LM315GC
次のボルト、ナットは下記のトルクで締め付けてください。
ねじ緩み止め剤は、ネジロック中強度（スリーボンド 1322 相当品 嫌気性封着剤）を塗布してください。

部位 コード番号 品名
締め付けトルク ねじ緩み止

め剤N-m kgf-cm lb-in

前フレーム K0010080202 8 調質ボルト 20 23 - 38 234.53
-387.49

203.57 –
336.34 －

エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

ジョイント K0010080152 8 調質ボルト 15 23 - 38 234.53
-387.49

203.57 –
336.34 －

ベルトカラー K0010080302 8 調質ボルト 30 23 - 38 234.53
-387.49

203.57 –
336.34 －

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

エンジンマウン

ト
K0017100252 10 小形調質ボルト

25P1.25 45 - 57 1835.46 -
2039.40

1593.18 -
1770.20 －

ワイヤー取り付

け金
K0011100302 10 調質ボルト 30P1.25 45 - 57 1835.46 -

2039.40
1593.18 -
1770.20 －

マフラー取り付

け金
K0011100352 10 調質ボルト 35P1.25 45 - 57 1835.46 -

2039.40
1593.18 -
1770.20 －

プーリー取り付

け金
K0010080202 8 調質ボルト 20 23 - 38 234.53

-387.49
203.57 -
336.34 －

エンジンプーリ

ー D K0010080202 8 調質ボルト 20 23 - 38 234.53
-387.49

203.57 -
336.34 －

振止金 K0010080252 8 調質ボルト 25 14 - 19 142.76 -
193.74

123.91 -
168.17 －

前
輪

ホイール K0010100302 10 調質ボルト 30 58 - 76 591.43 -
774.97

513.36 -
672.68 －

ホイール取り付

け座
K0138240002 24 みぞ付ナット高 P1.5 180 -

200
1835.46 -
2039.40

1593.18 -
1770.20 －

3W
D
後
輪

モーター K0000120502 12 ボルト 50 52 - 67 530.24 -
683.20

460.25 -
593.02 －

ホイール K0013101202 10 調質ボルト 120 58 - 76 591.43 -
774.97

513.36 -
672.68 －

ホイール取り付

け座
K0138240002 24 みぞ付ナット高 P1.5 180 -

200
1835.46 -
2039.40

1593.18 -
1770.20 －

ブレーキ Assy K0010080252 8 調質ボルト 25 14 - 19 142.76 -
193.74

123.91 -
168.17 －

2W
D
後
輪 ホイール K0010100302 10 調質ボルト 30 45 - 57 1835.46 -

2039.40
1593.18 -
1770.20 －

ブレーキドラム K0010100302 10 調質ボルト 30 45 - 57 1835.46 -
2039.40

1593.18 -
1770.20 －
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部位 コード番号 品名
締め付けトルク ねじ緩み止

め剤N-m kgf-cm lb-in

モ
ア
ユ
ニ
ッ
ト

リール軸 LM315GB2102Z0 リールギヤ固定ナット 2.5 25.49 22.13 －

リール軸（グル

ーマー付）
LM315GB2101Z0 20 丁リールギヤ 2.5 25.49 22.13 －

ベッドナイフ K0071000222 6 調質さら小ねじ 12 7 - 9 71.38 –
91.77

61.96
-79.66 －

グルーマーリー

ル
K0160000602 17 特殊ナット P1M4 付 5 - 10 50.99 -

101.97
44.26 -
88.51 －

ギヤボックス

LM315GA1817Z0 逆転軸 52 - 67 530.24 -
683.20

460.25 -
593.02 ○

LM315GA1816Z0 中間軸 52 - 67 530.24 -
683.20

460.25 -
593.02 ○

前ローラー

K6083000042 15 継ギピン 19 29 - 38 295.71 -
387.49

256.68 -
336.34 －

K0071000152 ローラー左ネジボルト 29 - 38 295.71 -
387.49

256.68 -
336.34 －

グルーマー取り

付け

K6809000270 ネジ 18 183.55 159.32 －

LM315GA1835Z0 モア取り付けボルト 左 20 203.94 177.02 －

LM315GA1836Z0 モア取り付けボルト 右 20 203.94 177.02 －

ROPS 支柱左右 K0010120402 12 調質ボルト 40 104 -
134

1,060.49 -
1,366.40

920.5 -
1,186.3 －

CR ブラシ LM315GC7603Z2 リール軸プーリー 14 - 19 142.76 -
193.74

123.91 -
168.17 ○

ステアリング K0105160002 16 ナット 3P1.5 88 897.34 778.89 －

LM315GC

取り扱い説明
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使用前の調整

シートの調整

シートは、調整レバーで前後に調整できます。
オペレーターの体に合わせて調整してくださ
い。
調整レバーは、シート下前方に付いています。

1

2 s1gskp-021

シートの調整_001

1 シート

2 調整レバー

シートは、前傾角度調整レバーを引き上げると
上下に前傾をして 3段階に調整できます。
オペレーターの体に合わせて調整してくださ
い。
前傾角度調整レバーは、シート左側に付いてい
ます。

1

2

s1gskp-023

シートの調整_002

1 シート

2 前傾角度調整レバー

1.

2.

ハンドルの調整

走行中は危険なため、調整しないでください。

ロックは確実に行ってください。
走行中に緩むと思わぬ事故を起こすおそれがあ
ります。

高さ調整レバーを操作するときは、手を挟まない
ように注意してください。

ハンドルアームは、上下に調整できます。
オペレーターの体に合わせて調整してください。
高さ調整レバーを引き上げ、ハンドルアームを作
業に適した位置にし、高さ調整レバーを押し下げ
て固定してください。
高さ調整レバーは、シート右側にあります。

1

2
75uxaw-006

ハンドルの調整_001

1 ハンドルアーム

2 高さ調整レバー

ハンドルは、上下に角度調整できます。
オペレーターの体に合わせて調整してください。
角度調整レバーを手前に引き、ハンドルを作業に
適した位置にし、角度調整レバーを前方に押し下
げて固定してください。
角度調整レバーは、ハンドル右側にあります。

取
り
扱
い
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21

75uxaw-007

ハンドルの調整_002

1 ハンドル

2 角度調整レバー

刃合わせ調整

リールカッターやベッドナイフを取り扱うとき
は、手袋などで手を保護してください。
ただし、リールカッターを回すときに手袋などが
巻き込まれ、手や指を切るおそれがありますの
で、十分注意してください。

エンジンを停止してください。

リール逆転レバーを「中立」の位置にしてくだ
さい。

1

2f8equ-007

刃合わせ調整_001

1 リール逆転レバー

リールカッターとベッドナイフの刃合わせ調
整は、カッター調節ナットにより刃先全面を軽
く接触させ、新聞紙（1枚）がけばだたず切れ
るように調整してください。

1.

2.

3.

短冊型に裂いた新聞紙 1枚をリールカッター
とベッドナイフの間に 90 °に入れ、モアユ
ニットを左から見てリールカッターを反時計
回転に手で回して切り、切れ味を調べます。
リールカッターの全面（3 - 4 か所程度）にわ
たり、切れ味を調べてください。

刃先にすき間が生じた場合
カッター調節ナットを緩めると（反時計回
り）、リールカッターとベッドナイフの接触
は強くなります。

リールカッターが固くて回転しにくい場合
カッター調節ナットを締めると（時計回り）、
リールカッターとベッドナイフの接触は弱
くなります。

調整しても切れない場合
バックラッピングをしてください。

1

3
2

2f8equ-006

刃合わせ調整_002

1 カッター調節ナット

2 スプリング

3 カッター調節ネジ付パイプ

4.

・

・

・

LM315GC
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刈高の調整

セット刈高のため実際の刈高とは異なります。

刈り込み作業に応じて、刈高を調整してください。

後ローラーの調整

LM315GC（グリーンモア用）
後ローラーは、6段階に調整できます。

あらかじめ作業に適した刈高範囲の位置に、
後ローラーを取り付けます。
参考：
下図はリールカッターが新品で、2.0 ベッド
ナイフ使用時の後ローラーブラケットの位
置を示します。
ベッドナイフの厚みにより、最低刈高は異
なります。
「刈高とベッドナイフの刃の厚み」(Page
4-22)

1
2

3 A B C

D E F 3kws2a-008

後ローラーの調整_001

　 1 モアフレーム

　 2 後ローラーブラケット

　 3 後ローラー

　 A リールカッター磨耗時に使用

　 B 3.5 - 5.0 mm（0.138 - 0.197 in）

　 C 3.5 - 10.0 mm（0.138 - 0.394 in）

　 D 10.0 - 14.0 mm（0.394 - 0.551 in）

　 E 14.0 - 18.0 mm（0.551 - 0.709 in）

※ F 18.0 - 20.0 mm（0.709 - 0.787 in）

※メーカー推奨いたしません。
参考：
Bと Cの設定では、同じ刈高にした場合、C
の設定のほうがオフセット距離が伸びるた
め、刈り取り量が多くなります。

1.

LM315GC（ティーモア用）
後ローラーは、8段階に調整できます。

あらかじめ作業に適した刈高範囲の位置に、
後ローラーを取り付けます。
参考：
下図はリールカッターが新品で、3.0 ベッド
ナイフ使用時の後ローラーブラケットの位
置を示します。
ベッドナイフの厚みにより、最低刈高は異
なります。
「刈高とベッドナイフの刃の厚み」(Page
4-22)

1
2

3
A B C

D E F

G H
3kws2a-011

後ローラーの調整_002

　 1 モアフレーム

　 2 後ローラーブラケット

　 3 後ローラー

　 A リールカッター磨耗時に使用

　 B 6.0 - 13.0 mm（0.236 - 0.512 in）

　 C 13.0 - 17.0 mm（0.512 - 0.669 in）

　 D 17.0 - 20.0 mm（0.669 - 0.787 in）

※ E 20.0 - 25.0 mm（0.787 - 0.984 in）

※ F 25.0 - 28.0 mm（0.984 - 1.102 in）

※ G 28.0 - 32.0 mm（1.102 - 1.260 in）

※ H 32.0 - 35.0 mm（1.260 - 1.378 in）

※メーカー推奨いたしません。

1.
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LM315GC（フィールドモア用）
後ローラーは、8段階に調整できます。

あらかじめ作業に適した刈高範囲の位置に、
後ローラーを取り付けます。
参考：
下図はリールカッターが新品で、3.0 ベッド
ナイフ使用時の後ローラーブラケットの位
置を示します。
ベッドナイフの厚みにより、最低刈高は異
なります。
「刈高とベッドナイフの刃の厚み」(Page
4-22)

1
2

3
A B C

D E F

G H
3kws2a-011

後ローラーの調整_003

　 1 モアフレーム

　 2 後ローラーブラケット

　 3 後ローラー

　 A 10.0 - 13.0 mm（0.394 - 0.512 in）

　 B 13.0 - 17.0 mm（0.512 - 0.669 in）

　 C 17.0 - 22.0 mm（0.669 - 0.866 in）

　 D 22.0 - 28.0 mm（0.866 - 1.102 in）

　 E 28.0 - 33.0 mm（1.102 - 1.299 in）

　 F 33.0 - 37.0 mm（1.299 - 1.457 in）

　 G 37.0 - 40.0 mm（1.457 - 1.575 in）

※ H 40.0 - 43.0 mm（1.575 - 1.693 in）

※メーカー推奨いたしません。

1.

前ローラーの調整

希望の刈高にノギスをセットし、刈高ゲージ
の刈高設定用小ねじの首下位置を合わせ、蝶
ナットでしっかりロックします。

前ローラーのローラーブラケットを固定して
いるナットを緩めます。

モアユニットの左右両端で、前、後ローラー
に刈高ゲージを当てます。

54

2

627

1

3

8

3kws2a-010

前ローラーの調整_001

1 刈高

2 刈高ゲージ

3 刈高設定用小ねじ

4 ナット

5 前ローラー

6 後ローラー

7 ベッドナイフ

8 ローラー調節金

ベッドナイフの先端位置にて刈高ゲージの刈
高設定用小ねじの首下とすき間ができないよ
うに前ローラーをローラー調節金で上下し、
前ローラー位置を決めます。

3

A

2

1

3kws2a-007

前ローラーの調整_002

1 ベッドナイフ

2 刈高設定用小ねじ

3 刈高ゲージ

A 刈高

反対側の刈高調整も同じように行います。

1.

2.

3.

4.

5.

LM315GC
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左右のローラーブラケットを固定している
ナットを締め付け、確実に固定します。

再度モアユニットの左右両端で、前、後ロー
ラーに刈高ゲージを当て、希望の刈高になっ
ているか確認をします。

グルーマーの調整

参考：
この機能は仕様により、無い場合があります。

調整は必ず刈高ゲージを使用し、左右が平行
になるように調整してください。
ベアリング破損の原因となります。

グルーマーの設定は地上高さで 0.0 mm（0.0
in）以上にしてください。
それ以下で使用するとグルーマー軸、ベアリ
ング、ギヤなどが破損します。

グルーミングブラシを使用する場合は、刈高
と同じ高さに設定してください。
それ以下で使用するとブラシの磨耗が早く
なります。

刈高ゲージのグルーマー設定用小ねじを設定
の高さに合わせます。

14

3
2

A

2qrq2r-002

グルーマーの調整_001

1 フロントグルーマー

2 グルーマー設定用小ねじ

3 刈高ゲージ

4 前ローラー

A 作業高さ

6.

7.

・

・

・

1.

左右のグルーマー調節ボルトを固定している
ナットを緩めます。

1
2

3

2qrq2r-001

グルーマーの調整_002

1 グルーマー調節ボルト

2 ナット

3 グルーマー調節金

グルーマー設定用小ねじがグルーマーの刃に
接触する位置となるように、グルーマー調節金
で調整します。

高さをセットした刈高ゲージを前後のロー
ラーの端にセットします。

左右が平行になるように、グルーマー調節金
で上下し、調整します。

反対側も同様に調整します。

調整後は確実にナットを締めてください。

9 1

5
10

8

6

27
3

411

3kws2a-009

グルーマーの調整_003

1 刈高

2 刈高ゲージ

3 刈高設定用小ねじ

4 ナット

5 前ローラー

6 後ローラー

7 ベッドナイフ

8 リールカッター

9 グルーマー作業高さ

10 フロントグルーマー

11 グルーマー設定用小ねじ

2.

3.

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

取
り
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刈高とベッドナイフの刃の厚み

推奨する最低刈高は一般的なグリーンの高さに基づいています。
グリーンの状態や機械の仕様によって変化します。
アンジュレーションのきついグリーンでは、グリーン面にダメージを与えますので高めにセットしてくだ
さい。

ベッドナイフの刃の厚みにより、推奨する最低刈高の目安は図のようになります。

刃の厚み

（mm/inch）
最低刈高の目

安（mm/inch） コード番号 部品名称 備考

1.0/0.039 2.5/0.098
K2511000490 1 ベッドナイフ 22 　

グリーン用
K2511000510 1 ベッドナイフ 22-44.5 オフセット 2.5 mm

1.5/0.059 3.0/0.118

K2511000270 1.5 ベッドナイフ 55G 　

グリーン用
K2510000320 1.5 ベッドナイフ 22 　

K2511000390 1.5 ベッドナイフ 55G-47 オフセット 5 mm
LM55GD-9085A0 1.5 ベッドナイフ 55G-44.5 オフセット 2.5 mm

2.0/0.079 3.5/0.138
K2511000280（*）2 ベッドナイフ 55G 　

グリーン用K2511000350 2 ベッドナイフ 55G-47 オフセット 5 mm
K2511000450 2 ベッドナイフ 56G-44.5 オフセット 2.5 mm

2.5/0.098 4.0/0.157
K2511000050 2.5 ベッドナイフ 55G 　

グリーン用
K2511000240 2.5 ベッドナイフ 55G-47 オフセット 5 mm

3.0/0.118 4.5/0.177 K2510000060 3 ベッドナイフ 62.5-559 　
ティー用/フィ

ールド用

*：JP 標準装備

2
1

33i8xn-001

刈高とベッドナイフの刃の厚み_001

1 ベッドナイフ

2 刃の厚み

LM315GC
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カッター調節スプリングの調整

リールカッター径が小さくなったら、カッター調
節スプリングの調整をしてください。

刃合わせ調整を行ってください。

カッター調節ネジ付パイプを緩め、スプリング
コイルの長さが 30.0 mm（1.181 in）程度にな
るように調節してください。

A

1

tv9pml-002

カッター調節スプリングの調整_001

1 カッター調節ネジ付パイプ

A 30.0 mm（1.181 in）

エンジン始動・停止方法

エンジン始動・停止

エンジン始動手順

エンジンを始動する前に機械や周囲に人や障害
物が無いことを確認してください。

スターターの操作は、最長 15 秒です。
始動しないときは、30 - 60 秒間バッテリーを休
止させ、消耗を防いでください。

燃料コックを開きます。
燃料コックは、燃料タンクの下にあります。

1
2

3

B

A

v2e27i-012

エンジン始動手順_001

1.

2.

1.

1 燃料タンク

2 燃料コック

3 燃料フィルター

A ON（開く）

B OFF（閉じる）

運転席に着座します。

駐車ブレーキがかかっていることを確認して
ください。

リール回転スイッチを「停止」側にします。

A B

1 v2e27i-029

エンジン始動手順_002

1 リール回転スイッチ

A 回転

B 停止

走行ペダルが中立になっていることを確認し
てください。

スロットルレバーを「低速」側から半分程度
「高速」側へ動かします。

2.

3.

4.

5.

6.

取
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サーモスタートランプは、設定時間後に消灯しま
すが、ランプの消灯とグロープラグの発熱は関連
がありません。
ランプ消灯後もキーが「GLOW」の位置であれ
ば発熱しています。
ランプの点灯時間は 5 秒です。

エンジンキーを「GLOW」の位置にします。

1

A
B

C

D

v2e27i-010

エンジン始動手順_003

1 エンジンキー

A OFF

B ON

C GLOW

D START

グロープラグが発熱し、サーモスタートラン
プが点灯したことを確認してください。

1 2 3

v2e27i-011

エンジン始動手順_004

1 チャージランプ

2 サーモスタートランプ

3 オイルプレッシャーランプ

7.

8.

エンジンキーを「START」位置から、「ON」の
位置へ急激に戻すと、機器の損傷につながりま
す。

サーモスタートランプが消えたら、速やかに
エンジンキーを「START」位置にします。

スターターが回転し、エンジンが始動し始め
たらエンジンキーを「ON」の位置へゆっくり
と戻してください。

チャージランプとエンジンオイルプレッ
シャーランプが消えることを確認してくださ
い。
消えない場合は、エンジンを停止し、点検整
備を行ってください。

スロットルレバーを「低速」側にして 1 - 2
分間、暖気運転します。

スロットルレバーを徐々に「高速」側へ動か
します。

エンジン停止手順

走行ペダルを中立にします。

駐車ブレーキをかけます。

リール回転スイッチを「停止」側にします。

スロットルレバーを「低速」側にし、1 - 2 分
間空運転します。

すべてのモアユニット地面に下します。

エンジンキーを「OFF」の位置にします。

エンジンが停止したことを確認してください。

エンジンキーを抜き取ります。

運転席から降ります。

燃料コックを閉じます。
燃料コックは、燃料タンクの下にあります。

9.

10.

11.

12.

13.

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

LM315GC
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安全装置について

この機械には、エンジン始動・停止に対する安全
装置が装着されています。

エンジンを始動するときは、以下の 4つの条件
が 1つでも満たされていないと安全装置が働
き、エンジンは始動しません。

シートに着座する。

駐車ブレーキをかける。

リール回転スイッチを「停止」側にする。

走行ペダルの位置を中立にする。

以下の条件の場合は、安全装置が働き、エンジ
ンが停止します。

駐車ブレーキをかけずにシートから離れる。

リールカッターが正回転中にシートから離
れる。

駐車ブレーキをかけ、シートから離れている
状態で走行ペダルを動かす。

警報装置について

この機械には、オーバーヒートおよび油圧作動油
量、駐車ブレーキ引きずり防止の警報装置が装着
されています。

エンジン内部の水温が 105 °C を超えると、ブ
ザーが鳴ります。（断続音）

油圧タンク内の作動油が規定量より約 1.2 dm3

（1.2 L）減ると、ブザーが鳴ります。（断続音）

駐車ブレーキがかかった状態で走行ペダルを
踏み込むと、ブザーが鳴ります。（断続音）

操作方法

機械を離れるときの注意

ブレーキの効きが悪いときは、輪止めを使用し、
固定してください。

傾斜地での駐車は、絶対にしないでください。

機械を平らな所に停止させてください。

駐車ブレーキをかけてください。

エンジンを停止してください。

キーを抜いてください。

機械から離れてください。

1.

・

・

・

・

2.

・

・

・

1.

2.

3.

1.

2.

3.

4.

5.

操作ラベルの貼付位置

3

8

9 5

1

4

6

2

7

6n6oux-180

操作ラベルの貼付位置_001

10
8zq6pd-050

操作ラベルの貼付位置_002

11
8zq6pd-051

操作ラベルの貼付位置_003

1 リール回転停止切り替えマーク

2 エンジン回転マーク

3 ユニット昇降ラベル

4 キースイッチマーク

5
モアユニットアップスイッチマーク

（リールリフレッシュ機能付）

6 2WD3WD 切り替えラベル

7 ライトスイッチラベル

8 FORWARD ラベル

9 BACKWARD ラベル

10 ポジションラベル

11 リール正転逆転切り替えラベル

取
り
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い
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明
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操作ラベルの説明

リール回転停止切り替えマーク

リール回転停止切り替えマーク
リールカッターの回転・停止を示しています。

MOW TRAVEL

21

6ntnq3-004

リール回転停止切り替えマーク_001

1 回転

2 停止

エンジン回転マーク

エンジン回転マーク
エンジン回転速度の低速・高速を示しています。

12

kp2t9l-006

エンジン回転マーク_001

1 低速

2 高速

ユニット昇降ラベル

K4203001520
ユニット昇降ラベル
モアユニットの上昇・下降を示しています。

8kzlbt-005

ユニット昇降ラベル_001

キースイッチマーク

キースイッチマーク
キースイッチの位置を示しています。

STOP1

4

3

2

rcyo1p-002

キースイッチマーク_001

1 OFF

2 ON

3 GLOW

4 START

LM315GC
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モアユニットアップスイッチマーク（リールリフレ
ッシュ機能付）

モアユニットアップスイッチマーク（リールリ
フレッシュ機能付）
モアユニットのアップスイッチとリールリフ
レッシュ機能を示しています。

8kzlbt-003

モアユニットアップスイッチマーク（リールリフレッシュ機能

付）_001

2WD3WD 切り替えラベル

参考：
この機能は仕様により、無い場合があります。
K4203001620
2WD3WD 切り替えラベル
2WD - 3WD 切り替えを示しています。

sdts98-003

2WD3WD 切り替えラベル_001

ライトスイッチマーク

参考：
この機能は仕様により、無い場合があります。
K4203001610
ライトスイッチマーク
ライトの切り替えを示しています。

1

2

mzmbmi-003

ライトスイッチマーク_001

1 点灯

2 消灯

FORWARD ラベル

K4203001430
FORWARD ラベル
前進を示しています。

FORWARD

kqca3e-001

FORWARD ラベル_001
取
り
扱
い
説
明
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BACKWARD ラベル

K4203001440
BACKWARD ラベル
後進を示しています。

BACKWARD

kqca3e-002

BACKWARD ラベル_001

ポジションラベル

LM315GC1418Z0
ポジションラベル
リールカッターの回転の高速、低速、バックラッ
ピング用回転の切り替えを示しています。

1

2

3

f3a6yr-001

ポジションラベル_001

1 高速

2 低速

3 バックラッピング

リール正転逆転切り替えラベル

K4203001550
リール正転逆転切り替えラベル
モアユニットのリールカッターの回転の正転、
中立、逆転の切り替えを示しています。

1

2

3
v57o51-003

リール正転逆転切り替えラベル_001

1 正転（刈り込み回転）

2 中立

3 逆転（バックラッピング回転）

ライトスイッチ

参考：
この機能は仕様により、無い場合があります。
ライトスイッチは、操作パネルにあります。
ライトは、スイッチを上側に倒すと点灯し、スイッ
チを下側に倒すと消灯します。

A

B

1

bnec97-014

ライトスイッチ_001

1 ライトスイッチ

A 点灯

B 消灯

LM315GC
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スロットルレバー

スロットルレバーは、操作パネルにあり、エンジ
ン回転速度の高低をレバーで調整します。
スロットルレバーは、「高速」側にするとエンジン
回転速度が高くなり、「低速」側にするとエンジン
回転速度が低くなります。

A

1

B

ef6hsk-011

スロットルレバー_001

1 スロットルレバー

A 高速

B 低速

モアペダル

操作後、モアペダルに足を乗せ続けないでくださ
い。
誤操作につながるおそれがあります。

リール回転スイッチが「回転」側の状態でも、モ
アユニットを上げるとリールカッターの回転は
停止します。

モアペダルによる操作では、モアユニットは最高
位置までは上りません。
移動時などはアップスイッチを押し続けてモア
ユニットを最高位置まで上げてください。

1
2

6yy3b4-006

モアペダル_001

1 モアペダル

2 緑色 LED ランプ

モアペダルは運転席足元のステップの左側にあり、
踏み込むことにより、スイッチが切り替わりモア
ユニットを上げ、下げさせます。
またスイッチが「下降」側に切り替わると、ステ
アリングコラムの緑色 LED ランプが点灯します。
モアユニットの昇降速さは、エンジン回転速度に
連動します。エンジン回転速度が低速のときには、
昇降速さは遅くなります。

取
り
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モアユニットアップスイッチ

アップスイッチ（リールリフレッシュ機能付）

リール回転スイッチが「回転」側のとき、アップ
スイッチを押し続けている間、リールカッターが
回転します。
刈り込み作業、バックラッピング作業、リールリ
フレッシュ機能使用時以外はリール回転スイッ
チを「停止」側にしてください。

リールリフレッシュ機能を使用する際はリール
カッターが回転します。
可動部に手足を近づけなでください。

リールリフレッシュ機能は、周囲に人がいないこ
とを確認してから使用してください。

モアユニットが下がった状態でアップスイッチ
を押さないでください。
ハーネスが損傷します。

アップスイッチを押し続けている間はモアユ
ニットが最高位置まで上がっていても、リール
カッターは回転し続けます。

アップスイッチ
アップスイッチは操作パネルにあります。
移動時などでモアユニットの上がりが足りな
い場合は、リール回転スイッチを「停止」側
にし、アップスイッチを押し続けて電磁バル
ブを作動させモアユニットを最高位置まで上
げてください。

・

リールリフレッシュ機能
リールリフレッシュとは、モアユニットを上
げた状態でリール回転スイッチを「回転」側
にし、アップスイッチを押すことでリール
カッターを回転させ、リールカッター内の刈
り芝を取り除く機能です。
この機能により、刈り込み時のボタ落ちを未
然に防ぎ、洗車時間を短縮することができま
す。

1 1dndt8-004

アップスイッチ（リールリフレッシュ機能付）_001

1
アップスイッチ（リールリフレッシュ

機能付）

・

LM315GC
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2WD-3WD 切り替えスイッチ

3WD 仕様の場合、3WD での急な下り坂や濡れた
路面、湿った芝地の下り坂の走行は危険ですの
で、2WD で走行してください。
後輪タイヤがスリップし、走行制御不能となるお
それがあります。

リール回転スイッチが「回転」側のときには、
2WD-3WD 切り替えスイッチの状態にかかわら
ず 3WD となります。
またこの機械が 3WD に切り替わると、
2WD-3WD 切り替えスイッチの前側の赤色 LED
ランプが点灯します。

2WD-3WD の切り替え操作は、機械が完全に停止
した状態で行ってください。
油圧機器が故障します。

参考：
この機能は仕様により、無い場合があります。
2WD-3WD 切り替えスイッチは操作パネルにありま
す。
スイッチを「2WD」側に倒すと 2輪駆動、「3WD」側
に倒すと 3輪駆動になります。
またこの機械が 3WD に切り替わると、2WD-3WD 切
り替えスイッチの上側の赤色 LED ランプが点灯し
ます。

B

AA

1

ofo39l-006

2WD-3WD 切り替えスイッチ_001

1 2WD-3WD 切り替えスイッチ

A 3WD

B 2WD

リール回転スイッチ

リール回転スイッチが「回転」側のとき、アップ
スイッチを押し続けている間、リールカッターが
回転します。
刈り込み作業、バックラッピング作業、リールリ
フレッシュ機能使用時以外は、リール回転スイッ
チを「停止」側にしてください。

3WD 仕様の場合、3WD での急な下り坂や濡れた
路面、湿った芝地の下り坂の走行は危険ですの
で、2WD で走行してください。
後輪タイヤがスリップし、走行制御不能となるお
それがあります。

3WD 仕様の場合、リール回転スイッチが「回転」
側のときは、2WD-3WD 切り替えスイッチの状態
にかかわらず 3WD となります。

リール回転スイッチは操作パネルにあり、スイッ
チを「回転」側に倒すと回転し、「停止」側に倒す
と停止します。

A B

1 v2e27i-029

リール回転スイッチ_001

1 リール回転スイッチ

A 回転

B 停止

リール回転スイッチを「回転」側にすると、リー
ルカッターの回転はモアユニットの昇降に連動し、
モアユニットが下がると回転、上がると停止しま
す。

モアユニットが下がると、センサーにより電磁
クラッチが作動し、フレキシブルワイヤーによ
りリールカッターが回転します。

1.
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モアユニットが上がると、リール回転スイッチ
が「回転」側であっても、センサーにより電磁
クラッチが作動せず、リールカッターは回転し
ません。

リール逆転レバー

リール逆転レバーは、リールカッターの回転が停
止しているときに操作をし、作業に合わせた位置
にしてください。

リール逆転レバーはモアユニットのギヤケース上
部にあり、レバーを正転側にすると刈り込み回転
し、逆転側にするとバックラッピング回転し、中
立側にするとフリーとなります。

1

C

A

B

32w9j9-004

リール逆転レバー_001

1 リール逆転レバー

A 正転

B 中立

C 逆転

2.
変速ミッション切り替えレバー

変速ミッションを切り替えるときは必ずエンジ
ンを停止した状態で行ってください。
ベルトに手を巻き込まれるおそれがあります。

変速ミッション切り替えレバーは、エンジンの回
転が停止しているときに操作をし、作業に合わせ
た位置にしてください。

LM315GC（フィールド用）は常に「低速」の位
置で刈り込みをしてください。

変速ミッション切り替えレバーは運転席後部の変
速ミッション上部にあり、レバーを「高速」の位
置にするとリールカッターの回転が高速になり、
「低速」の位置にするとリールカッターの回転が低
速になります。
「バックラッピング」の位置にするとリールカッ
ターの回転はさらに低速になりバックラッピング
に適した回転となります。

1

2

3

zzpqiy-002

変速ミッション切り替えレバー_001

1 高速

2 低速

3 バックラッピング

高速（H）
リールカッターが高速回転し、クリップピッチ
（刈り込み間隔）は短くなります。
ターフコンディションの良いときに使用して
ください。

低速（L）
リールカッターが「高速」の位置と比較して低
速で回転し、クリップピッチは長くなります。
ターフコンディションがあまり良くないとき
に使用してください。

1.

2.

LM315GC
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バックラッピング（LAP）
リールカッターがバックラッピングに適した
スピードで回転し、メンテナンス性が向上しま
す。（回転方向は変わりませんので、モアユニッ
トのリール逆転レバーにより逆転にしてくだ
さい。）

走行ペダル

スピードが速いときは、走行ペダルから足を離し
てもすぐには停止しません。

リール回転スイッチが「回転」側のときは、ペダ
ルストッパーにより作業時の速さが規制されま
す。

走行ペダルは、右足元にあり、2ペダル方式を採
用しています。
前進ペダル（前側）を踏み込むと前に進み、後進
ペダル（後側）を踏み込むと後ろに進みます。
ペダルの踏み込み量により速さが変化します。
ペダルから足を離すと、機械は自動的に停止しま
す。

1

2

yo3h9x-006

走行ペダル_001

1 前進ペダル

2 後進ペダル

3.
駐車ブレーキレバー

傾斜地での駐車は、絶対にしないでください。

走行する際は、必ず駐車ブレーキを解除してから
走行してください。
ブレーキや油圧機器が故障します。

駐車ブレーキレバーは、運転席の左側にあります。
駐車時は、駐車ブレーキレバーをいっぱいまで引
いてください。
解除する際は、プッシュボタンを押しながら下ろ
し、確実に戻してください。
駐車ブレーキがかかった状態で走行ペダルを踏み
込むと、ブザーが鳴ります。（断続音）

1

n9dmld-005

駐車ブレーキレバー_001

1 駐車ブレーキレバー
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ボンネット

風が強い場所では、ボンネットを開けないでくだ
さい。

ボンネットの開閉は、手を挟まないように注意し
てください。

カーゴボックス装着時：
カーゴボックスをリフトアップしてください。

ボンネットを引き上げます。

ボンネットが閉じないことを確認し、手を放し
てください。

1

i5jb7e-011

ボンネット_001

1 ボンネット

ボンネットを閉じる際は、ゆっくりと閉じま
す。

ボンネットを軽く上から押えてください。

シート下カバー

カバーの開閉は、手を挟まないように注意してく
ださい。

真ん中のグラスキャッチャーを取り外します。
「グラスキャッチャーの取り外し」(Page
4-41)

ハンドルアームの調整を一番低くします。
「ハンドルの調整」(Page 4-17)

シートを前にスライドします。

1.

2.

3.

4.

5.

1.

2.

3.

前傾角度調整レバーを引き上げ、シートと共に
シート下カバーを持ち上げます。

3

2

1

ljffir-008

シート下カバー_001

1 前傾角度調整レバー

2 シート下カバー

3 ハンドルアーム

シート下カバーを閉じる際は、ゆっくりと閉
じ、前傾角度調整レバーで確実に固定します。

ブルームホルダー

参考：
この機能は仕様により、無い場合があります。
ブルームホルダーは、ほうきを収納し、運搬する
ことができます。

1

mdr5p1-002

ブルームホルダー_001

1 ブルームホルダー

4.

5.

LM315GC
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スウィッシャーホルダー

参考：
この機能は仕様により、無い場合があります。
スウィッシャーホルダーは、露払い用のスウィッ
シャーを収納し、運搬することができます。

1

mdr5p1-001

スウィッシャーホルダー_001

1 スウィッシャーホルダー

カーゴボックス

参考：
この機能は仕様により、無い場合があります。

ROPS 装着時、カーゴボックスは装着できませ
ん。

最大積載量は、15 ㎏（33.07 lb）です。

カーゴボックスは、刈り込み作業と合わせて行う
作業の機器（背負い式ブロワーなど）を搭載して
運搬することができる大型ボックスです。
参考：
カーゴボックスには、ほうきを収納するブルーム
ホルダーも付属します。
付属のブルームホルダーは運転席左側に装着しま
す。
カーゴボックスは、前後にスライドしたり、リフ
トアップすることができます。

12

3

njvfy4-001

カーゴボックス_001

1 カーゴボックス

2 ブロワーノズルホルダー

3 ブルームホルダー

エンジン始動時はカーゴボックスを前側にスラ
イドさせて固定してください。

給油時はカーゴボックスを後ろ側にスライドさ
せてください。

以下の要領でカーゴボックスを固定してくだ
さい。

左右のノブを緩めます。

カーゴボックスを前側にいっぱいまでスラ
イドさせます。

1

2A B

3
njvfy4-002

カーゴボックス_002

1 シート

2 カーゴボックス

3 ノブ

A 前側

B 後ろ側

左右のノブを締め付けます。

1.

〔1〕

〔2〕

〔3〕
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左右のロック金を「ロック」側にして、カー
ゴボックス取付アームを固定します。

2

1

3
4

A

B

njvfy4-003

カーゴボックス_003

1 カーゴボックス

2 ノブ

3 ロック金

4 カーゴボックス取付アーム

A ロック

B 解除

ボンネット開閉時はカーゴボックスをリフト
アップしてください。

以下の要領でカーゴボックスをリフトアップ
してください。

カーゴボックス内を空にします。

左右のノブを緩めます。

カーゴボックスを後ろ側にスライドさせま
す。

左右のノブを締め付けます。

左右のロック金を「解除」側にします。

2

1

3
4

A

B

njvfy4-003

カーゴボックス_004

〔4〕

2.

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

1 カーゴボックス

2 ノブ

3 ロック金

4 カーゴボックス取付アーム

A ロック

B 解除

カーゴボックス取付アームを持ち上げます。

1

2

njvfy4-004

カーゴボックス_005

1 カーゴボックス

2 カーゴボックス取付アーム

参考：
カーゴボックスを下ろすときは、リフトアップ
の逆の手順で行ってください。

〔6〕

LM315GC
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計器

操作パネルの計器説明

2 3 1

kz7ka6-011

操作パネルの計器説明_001

1 アワーメーター

2 水温計

3 パイロットランプ

アワーメーター

アワーメーターはエンジンの総運転時間を示しま
す。
36 秒経過すると一目盛（白地に赤数字）上がり、
1時間経過すると次の目盛（黒地に白数字）が一
目盛上がります。
1/100 ホイール・・・白地に赤数字
時間ホイール・・・黒地に白数字

2 1

uknn6v-007

アワーメーター_001

1 1/100 ホイール

2 時間ホイール

水温計

水温計は、操作パネルにあります。
エンジン内部の水温を示す計器です。
運転中に水温計が「H」付近まで上昇した場合は、
オーバーヒート状態です。
エンジンを無負荷にし、アイドリング状態で 5分
間運転した後、エンジンを停止して点検・整備を
してください。
水温が 105 °C（221 °F）を超えると、ブザーが
鳴ります。（断続音）

1

igozke-001

水温計_001

1 水温計
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パイロットランプ

チャージランプ

チャージランプは、操作パネルにあるパイロッ
トランプ内左側にあります。
エンジン始動前にエンジンキーの位置「ON」で
点灯し、始動後にオルタネーターが正常に運転
されると消灯します。
運転中に点灯した場合は、すぐにエンジンを停
止し、点検・整備してください。

1

ifzqmc-002

チャージランプ_001

1 チャージランプ

サーモスタートランプ

サーモスタートランプは、操作パネルにあるパ
イロットランプ内中央にあります。
エンジンキーの位置が「グロー」のとき、グロー
プラグの発熱と同時に点灯します。
グローランプタイマーにより、サーモスタート
ランプの点灯が制御され、設定時間経過後に消
灯します。
点灯時間は、予熱に必要な目安であり、一定時
間（5秒）の設定です。

1

q44uug-002

サーモスタートランプ_001

1 サーモスタートランプ

オイルプレッシャーランプ

オイルプレッシャーランプは、操作パネルにあ
るパイロットランプ内右側にあります。
エンジン始動前にエンジンキーの位置「ON」で
点灯し、始動後にエンジン油圧（オイルプレッ
シャー）が正常に発生すると消灯します。
運転中に点灯した場合は、すぐにエンジンを停
止し、点検・整備してください。

1

1ldikn-002

オイルプレッシャーランプ_001

1 オイルプレッシャーランプ

燃料計

燃料計は、燃料タンクの上にあります。
燃料タンク内の燃料の量を示す計器です。

1

96ltfa-004

燃料計_001

1 燃料計

LM315GC
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移動

走行操作

刈り込み作業、バックラッピング作業、リールリ
フレッシュ機能使用時以外は、リール回転スイッ
チを「停止」側にしてください。

どのような場合にも、緊急停止ができる速さで運
転してください。

3WD 仕様の場合、3WD での急な下り坂や濡れた
路面、湿った芝地の下り坂の走行は危険ですの
で、2WD で走行してください。
後輪タイヤがスリップし、走行制御不能となるお
それがあります。

3WD 仕様の場合、リール回転スイッチが「回転」
側のときは、2WD-3WD 切り替えスイッチの状態
にかかわらず 3WD となります。

急発進・急停止を行わないでください。
油圧機器が破損したり、油漏れが発生します。

エンジンを始動します。
「エンジン始動手順」(Page 4-23)

すべてのモアユニットを上げます。

プッシュボタンを押しながら駐車ブレーキレ
バーを戻します。

走行ペダルをゆっくりと踏み込んでください。

機械は走行を始めます。

走行ペダルから足を離すと機械はゆっくりと
停止します。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

けん引方法

エンジントラブルなどで自走できなくなった場合
は、以下の方法で移動できます。

手押しによる移動

けん引による移動（以下参照）

傾斜地でけん引を行わないでください。

けん引は、低速で十分注意して行ってください。

けん引時以外は、アンロードバルブに触れないで
ください。

エンジンは、必ずアンロードバルブを閉じてから
始動してください。

エンジンを停止します。
「エンジン停止手順」(Page 4-24)

駐車ブレーキをかけ、輪止めをします。

アンロードバルブはフレームの右下にありま
す。
アンロードバルブを押しながら、90°（縦方
向）回転させ、開きます。

1

A B

gay3t1-008

けん引方法_001

1 アンロードバルブ

A オンロード

B アンロード

プッシュボタンを押しながら駐車ブレーキレ
バーを戻し、輪止めを外します。

ゆっくりとけん引します。

・

・

1.

2.

3.

4.

5.
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刈り込み

刈り込み操作

刈り込み作業、バックラッピング作業、リールリ
フレッシュ機能使用時以外は、リール回転スイッ
チを「停止」側にしてください。

3WD 仕様の場合、3WD での急な下り坂や濡れた
路面、湿った芝地の下り坂の走行は危険ですの
で、2WD で走行してください。
後輪タイヤがスリップし、走行制御不能となるお
それがあります。

グラスキャッチャーは必ず装着してください。
モアユニットより飛散物が足に当たるおそれが
あります。

3WD 仕様の場合、リール回転スイッチが「回転」
側のときは、2WD-3WD 切り替えスイッチの状態
にかかわらず 3WD となります。

急発進・急停止を行わないでください。
油圧機器が破損したり、油漏れが発生します。

グラスキャッチャーを装着します。

エンジンを始動します。
「エンジン始動手順」(Page 4-23)

すべてのモアユニットを上げます。

プッシュボタンを押しながら駐車ブレーキレ
バーを戻します。

スロットルレバーを「高速」側にし、エンジン
回転速度を最高速にします。

リール回転スイッチを「回転」側にします。

以下の手順を連続して行い、作業を始めます。

走行ペダルを踏みます。

モアユニットがグリーンのカラーまで来た
ところでモアペダルを踏みます。

モアユニットが下がり、リールカッターの刈
り込み回転が始まります。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

〔1〕

〔2〕

〔3〕

参考:
作業中はモアユニットの上げ下げに連動し、
リールカッターも回転・停止します。

作業終了後、リール回転スイッチを「停止」側
にします。

リールリフレッシュ操作

リール回転スイッチが「回転」側のとき、アップ
スイッチを押し続けている間、リールカッターが
回転します。
刈り込み作業、バックラッピング作業、リールリ
フレッシュ機能使用時以外はリール回転スイッ
チを「停止」側にしてください。

リールリフレッシュ機能を使用する際はリール
カッターが回転します。
可動部に手足を近づけなでください。

リールリフレッシュ機能は、周囲に人がいないこ
とを確認してから使用してください。

モアユニットが下がった状態でアップスイッチ
を押さないでください。
ハーネスが損傷します。

アップスイッチを押し続けている間はモアユ
ニットが最高位置まで上がっていても、リール
カッターは回転し続けます。

ボタ落ち防止
刈り込み作業中や刈り芝の廃棄時にリールリ
フレッシュ機能を使用し、リールカッター内の
刈り芝を取り除くことができます。

エンジンを停止します。

口元に蓄積した刈り芝をブラシなどを使用
し、落します。
その際に刈芝がリールカッター内に入り込
みます。

グラスキャッチャーを装着します。

運転席に着座します。

エンジンを始動します。

すべてのモアユニットを上げます。

8.

・

1.

2.

3.

4.

5.

6.
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リール回転スイッチを「回転」側にします。

アップスイッチを 1秒程度押します。
アップスイッチを押し続けている間、モアユ
ニットが上昇しながら、リールカッターが回
転し、リールカッター内の刈り芝が取り除か
れます。

作業終了後、リール回転スイッチを「停止」
側にします。

エンジンを停止します。

洗車
刈り込み作業終了後の洗車時にリールリフ
レッシュ機能を使用し、リールカッター内の刈
り芝を取り除くことができます。

エンジンを停止します。

変速ミッション切り替えレバーを「LAP」の
位置にします。

運転席に着座します。

エンジンを始動します。

すべてのモアユニットを上げます。

リール回転スイッチを「回転」側にします。

この機械の右側に立ち、アップスイッチを 2
- 3 秒程度押します。
アップスイッチを押し続けている間、モアユ
ニットが上昇しながら、リールカッターが回
転し、リールカッター内の刈り芝が取り除か
れます。

作業終了後、リール回転スイッチを「停止」
側にします。

エンジンを停止します。

グラスキャッチャーの取り外し

リール回転スイッチを「停止」側にしてくださ
い。

モアユニットを下げてください。

駐車ブレーキをかけてください。

エンジンを停止してください。

グラスキャッチャーを持ち上げて取り外して
ください。

1
lovz39-001

グラスキャッチャーの取り外し_001

7.

8.

9.

10.

・

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

1.

2.

3.

4.

5.

1 グラスキャッチャー

運搬

運搬方法

この機械をトラックやトレーラーに積載して運搬
する場合は、進行方向に対して機械を前進で積み
込み、降ろす場合は後進で行ってください。

保管

長期保管について

清掃

車両本体およびエンジンなどの泥や草屑、油
汚れなどをきれいに落としてください。

オイル交換

エンジンオイル、油圧作動油、エレメントの
点検と交換をしてください。

注油

各注油箇所にグリース注入、塗布と注油をし
てください。

バッテリー

バッテリーのマイナス配線を取り外してく
ださい。

燃料

燃料タンク内の燃料を抜き取ってください。

タイヤの空気圧

標準よりやや高めにし、湿気から守るために
板の上に載せてください。

モアユニット

この機械を格納する際は、すべてのモアユ
ニットを下げてください。
ただし、モアユニットを上げた位置に確実に
ロックしておくことができる場合はこの限
りではありません。

格納場所

雨のかからない乾燥した場所で、カバーなど
をかけてください。

1.

・

2.

・

3.

・

4.

・

5.

・

6.

・

7.

・

8.

・
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メンテナンス上の注意

本書に記載する「メンテナンス」の章は、専門知
識のある整備士が行うべきメンテナンスの項目
について説明しています。
オーナーは、専門知識のある整備士がこの機械の
メンテナンスを実施するように指導してくださ
い。

実施するメンテナンスを熟知してから行ってく
ださい。

メンテナンスを行う際に必要な工具は、目的に
あったものを使用してください。

常に安全に、最高の性能でお使い頂くために、交
換部品やアクセサリーは BARONESS 純正部品
をお求めください。
純正部品以外の部品をご使用になった場合、製品
保証を受けられなくなる場合がありますので、ご
注意ください。

機械の性能を引き出し、長くご使用いただくため
に、メンテナンススケジュールに従ってメンテナン
スをしてください。

LM315GC
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メンテナンススケジュール

LM315GC（ディーゼルモデル）
メンテナンススケジュールは、以下の通りです。
○・・・点検、調整、補給、清掃
●・・・交換（初回）
△・・・交換

メンテナンス項目
作
業
前

作
業
後

毎
週

8
時
間
ご
と

50
時
間
ご
と

10
0
時
間
ご
と

20
0
時
間
ご
と

40
0
時
間
ご
と

50
0
時
間
ご
と

80
0
時
間
ご
と

15
00

時
間
ご
と

30
00

時
間
ご
と

1
か
月
ご
と

6
か
月
ご
と

1
年
ご
と

2
年
ご
と

4
年
ご
と

必
要
に
応
じ
て

備
考

エ
ン
ジ
ン

*1 エンジンオイルレベ

ルの点検
○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

*1 燃料レベルの点検 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

*1 クーラントレベルの

点検
○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

*1
エアクリーナーのバ

キュエーターバルブ

の埃の除去

○ 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

毎週、また

は埃の多い

場合は毎日

バルブを開

く

　 エンジン周りの清掃 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　
ラジエータースクリ

ーンの清掃
　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　
ラジエーターコアの

清掃
　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

*1.*5 燃料ホースとクラン

プバンドの点検
　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

*1 ファンベルトの張り

調整
　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

初回 50h、
その後

100h ごと

*1 燃料フィルターの清

掃
　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

初回 50h、
その後

100h ごと

　
冷却ファンの亀裂点

検
　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

初回 50h、
その後

100h ごと

*1 エンジンオイルの交

換
　 　 　 　 ● △ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

初回 50h、
その後

100h ごと

*1
エンジンオイルフィ

ルターカートリッジ

の交換

　 　 　 　 ● 　 △ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

初回 50h、
その後

200h ごと

*1.*5

エアクリーナーエレ

メントの清掃（6 回清

掃したらエレメント

交換）

　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 △ 　 　 　

6 回の清掃

後、または

1 年のいず

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
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メンテナンス項目

作
業
前

作
業
後

毎
週

8
時
間
ご
と

50
時
間
ご
と

10
0
時
間
ご
と

20
0
時
間
ご
と

40
0
時
間
ご
と

50
0
時
間
ご
と

80
0
時
間
ご
と

15
00

時
間
ご
と

30
00

時
間
ご
と

1
か
月
ご
と

6
か
月
ご
と

1
年
ご
と

2
年
ご
と

4
年
ご
と

必
要
に
応
じ
て

備
考

エ
ン
ジ
ン

*1.*5

エアクリーナーエレ

メントの清掃（6 回清

掃したらエレメント

交換）

　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 △ 　 　 　

れか早い周

期で交換

埃の多い状

態では、よ

り頻繁に清

掃が必要

*5
吸気ライン（エアク

リーナーホース）の

点検

　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

*1
ラジエーターホース

とクランプバンドの

点検

　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　

200h また

は 6 か月の

いずれか早

い周期で点

検

*1.*5 燃料フィルターエレ

メントの交換
　 　 　 　 　 　 　 △ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　
ラジエーター内部の

清掃
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　

*1 ファンベルトの交換 　 　 　 　 　 　 　 　 △ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

*4 バルブクリアランス

の点検
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　

*4.*5 インジェクションノ

ズルの点検
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　

*4.*5 インジェクションポ

ンプの点検
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　

*1 ラジエータークーラ

ントの交換（L.L.C.）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 △ 　 　 　

*1
ラジエーターホース

とクランプバンドの

交換

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 △ 　 　 　

*1.*4.
*5

燃料ホースとクラン

プの交換
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 △ 　 　 　

*5
吸気ライン（エアク

リーナーホース）の

交換

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 △ 　 　 　

車
両
本
体

　
油圧作動油の量の点

検
○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　
油圧ホースの（可動

部）状態の点検
○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　
タイヤの空気圧と状

態の点検
○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 V ベルトの点検 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　
走行ペダルの作動の

点検
○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

LM315GC

メンテナンス

Page 5-4 メンテナンススケジュール



メンテナンス項目

作
業
前

作
業
後

毎
週

8
時
間
ご
と

50
時
間
ご
と

10
0
時
間
ご
と

20
0
時
間
ご
と

40
0
時
間
ご
と

50
0
時
間
ご
と

80
0
時
間
ご
と

15
00

時
間
ご
と

30
00

時
間
ご
と

1
か
月
ご
と

6
か
月
ご
と

1
年
ご
と

2
年
ご
と

4
年
ご
と

必
要
に
応
じ
て

備
考

車
両
本
体

　
ブレーキの動作の点

検
○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　
ブレーキワイヤーの

点検
○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　
液漏れ（油、燃料、

水）の点検
○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 各部の損傷の点検 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　
ボルト、ナットの締

め付けの点検
○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 ライト点灯の点検 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　
メーター・ランプ類

の点検
○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

エンジンを

始動して点

検

　
インターロックシス

テムの動作の点検
○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

エンジンを

始動して点

検

　

ハンドルの作動（ロ

ック・トゥ・ロック）

の点検

○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

エンジンを

始動して点

検

　 機械外装部の清掃 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　

電気配線の状態（損

傷、汚損、接続部の

緩み）の点検

　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

初回 50h、
その後

100h ごと

　
ホイール取付ボルト

の緩みの点検
　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

初回 50h、
その後

100h ごと

　
可動部のグリースア

ップと注油
　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

*3
フレキシブルワイヤ

ーのグリースアップ

と注油

○ 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

グリースア

ップ位置に

よりメンテ

ナンススケ

ジュールが

異なります

　 油圧作動油の交換 　 　 　 　 　 ● 　 　 △ 　 　 　 　 　 　 　 　 　

初回 100h、
その後

500h ごと

　
油圧オイルフィルタ

ーの交換
　 　 　 　 　 ● 　 　 △ 　 　 　 　 　 　 　 　 　

初回 100h、
その後

500h ごと

*2 バッテリーの外観点

検
　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　

100h また

は 1 か月の

いずれか早

メ
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メンテナンス項目

作
業
前

作
業
後

毎
週

8
時
間
ご
と

50
時
間
ご
と

10
0
時
間
ご
と

20
0
時
間
ご
と

40
0
時
間
ご
と

50
0
時
間
ご
と

80
0
時
間
ご
と

15
00

時
間
ご
と

30
00

時
間
ご
と

1
か
月
ご
と

6
か
月
ご
と

1
年
ご
と

2
年
ご
と

4
年
ご
と

必
要
に
応
じ
て

備
考

車
両
本
体

*2 バッテリーの外観点

検
　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　

い周期で点

検

*2 バッテリーの外観清

掃
　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　

100h また

は 1 か月の

いずれか早

い周期で点

検

*2 バッテリー取り付け

金具の点検
　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　

100h また

は 1 か月の

いずれか早

い周期で点

検

*2 バッテリー端子の緩

みおよび腐食の点検
　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　

100h また

は 1 か月の

いずれか早

い周期で点

検

*2 バッテリー液量の点

検
　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　

100h また

は 1 か月の

いずれか早

い周期で点

検

　
油圧ホース（固定部）

の状態の点検
　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　

200h また

は 1 年のい

ずれか早い

周期で点検

*3 電磁クラッチのエア

ギャップ調整
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　

エアギャッ

プ 0.2 - 0.4
mm（0.008
- 0.016 in）

　
エンジンとポンプの

芯ずれの点検
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 目視で点検

　
変速ミッションのグ

リースの交換
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 △ 　 　 　

　
油圧ホース（可動部）

の交換
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 △ 　 　 　

*6
操舵に関わる油圧ホ

ース（可動部）の交

換

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 △ 　 　 　

　
油圧ホース（固定部）

の交換
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 △ 　 　

　 ブレーキの調整 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　

　
ブレーキシューの交

換
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 △ 　

LM315GC
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メンテナンス項目

作
業
前

作
業
後

毎
週

8
時
間
ご
と

50
時
間
ご
と

10
0
時
間
ご
と

20
0
時
間
ご
と

40
0
時
間
ご
と

50
0
時
間
ご
と

80
0
時
間
ご
と

15
00

時
間
ご
と

30
00

時
間
ご
と

1
か
月
ご
と

6
か
月
ご
と

1
年
ご
と

2
年
ご
と

4
年
ご
と

必
要
に
応
じ
て

備
考

車
両
本
体

　
ブレーキワイヤーの

交換
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 △ 　

*2 バッテリーの交換 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 △ 　

モ
ア
ユ
ニ
ッ
ト

　

リールカッターとベ

ッドナイフの状態の

点検

○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 カバーの状態の点検 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　
ローラーの状態の点

検
○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　
グルーマーの状態の

点検
○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 刃合わせ ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 刈高の確認 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 グルーマーの調整 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 各部の損傷の点検 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　
ボルト、ナットの締

め付けの点検
○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 モアユニットの清掃 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 グリースアップ 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

グリースア

ップ位置に

よりメンテ

ナンススケ

ジュールが

異なります

　
ギヤケース内ベアリ

ングの交換
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 △ 　 　 　 　

　
前・後ローラーのベ

アリングの交換
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 △ 　 　 　 　

　
ギヤケース内のオイ

ルシールの交換
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 △ 　 　 　 　

　
前・後ローラーのオ

イルシールの交換
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 △ 　 　 　 　

　
ギヤケース内のグリ

ースの交換
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 △ 　 　 　 　

*3
リールカッター軸ベ

アリングのグリース

の充填

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 △ 　 　 　 　

　
CR ブラシのベアリ

ングの交換
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 △ 　 　 　 　

　

ベッドナイフのカム

ブッシュの掃除とグ

リースの塗布

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　

　
カッター調節スプリ

ングの調整
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
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メンテナンス項目

作
業
前

作
業
後

毎
週

8
時
間
ご
と

50
時
間
ご
と

10
0
時
間
ご
と

20
0
時
間
ご
と

40
0
時
間
ご
と

50
0
時
間
ご
と

80
0
時
間
ご
と

15
00

時
間
ご
と

30
00

時
間
ご
と

1
か
月
ご
と

6
か
月
ご
と

1
年
ご
と

2
年
ご
と

4
年
ご
と

必
要
に
応
じ
て

備
考

モ
ア
ユ
ニ
ッ
ト 　

CR ブラシのベルト

の張り調整
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　

　 バックラッピング 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　
刃（リールカッター）

の研磨
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○

必要に応じ

て刃の研磨

または交換

*1：エンジンの取扱説明書を参照ください。

*2：バッテリーの取扱説明書を参照ください。

*3：メンテナンスを怠るとフレキシブルワイヤーの損傷の大きな原因になります。

*4：点検整備は、お近くのバロネス販売店またはクボタ代理店に相談の上、その指示に従ってください。

上記の項目（*5 印）は、排出ガス関係の重要部品として、クボタにより米国 EPA の「ノンロードディー
ゼルエンジンの排出ガス規制」に登録されています。
このエンジンのオーナーは、上記の規則に従って、エンジンの必要な保守を行う責任があります。
詳しくは、エンジンの保証条項をご覧ください。

消耗品については、保証値ではありません。

*6：ステアリングシリンダーの油圧ホースおよび操舵輪の油圧モーターの油圧ホースは、必ず 2年で交
換してください。

調整値

カッター調節スプリング 30.0 mm（1.181 in） スプリングの全長

ファンベルト 7.0 - 9.0 mm（0.276 - 0.354 in） ベルトのたわみ量

リールカッター駆動ベルト 13±2 mm（0.51±0.08 in） ベルトを 55.0 N（5.5 kgf）で押す

変速ミッション入力ベルト 50.0 mm（1.969 in） スプリングの全長

・

・

・

・

・

・

・

LM315GC
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ジャッキアップ

ジャッキアップについて

タイヤ交換などの整備や修理を行う場合は、必ず
輪止めなどをして、機械が動かないようにしてく
ださい。
機械をコンクリートなどの堅い平らな床に確実
に駐車し、機械をジャッキアップする前に安全作
業の妨げになる障害物を取り除いてください。
必要に応じ、適切なチェーンブロックやホイス
ト、およびジャッキを使用してください。
持ち上げている機械は、ジャッキスタンドや適切
なブロックを使用し、確実に支えてください。
ジャッキスタンドや適切なブロックで機械を確
実に支えられていない場合は、機械が動いたり、
落ちたりするおそれがあります。
人身事故の原因となります。

指示された位置以外では、ジャッキアップしない
でください。
フレームや部品が破損します。

この機械をジャッキアップする場合は、ジャッキ
アップポイントに記載してある位置で行ってくだ
さい。

ジャッキアップポイント

rwyt62-069

1

2
3

ジャッキアップポイント_001

1 前部右側フレーム

2 前部左側フレーム

3 エンジンマウントフレーム

前部右側フレーム

rwyt62-053

ジャッキアップポイント_002

1.

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
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前部左側フレーム

rwyt62-054

ジャッキアップポイント_003

エンジンマウントフレーム

rwyt62-055

ジャッキアップポイント_004

グリースアップ

グリースアップについて

可動部がグリース切れにより、固着したり、破損
したりする可能性がありますので、グリースアッ
プの必要性があります。
メンテナンススケジュールに従って、ウレア系 2
号グリースでグリースアップしてください。
その他指定のグリース、潤滑油を使用する場所は、
「グリースアップ位置」に記載されています。
指定のグリース、潤滑油でグリースアップしてく
ださい。

2.

3.

グリースアップ位置

次の場所にグリースニップルが取り付けてありま
す。

2

6

9

1
4

7

8

5

3

2

2

1

10

2

1

11

8bq62b-148

グリースアップ位置_001

　 部位
注油

箇所数
注油時間

1 モアユニット 42 A B 　

2 モアアーム支点部 6 　 B 　

3 ベルトテンションレバー 1 　 B 　

4 中立出し部 1 　 B 　

5 後輪ピボット 1 　 B 　

6 モアペダル軸支点部 1 　 B 　

7 フレキシブルワイヤーブラケット 1 　 B 　

8 走行ペダル軸支点部 1 　 B 　

9 後輪ブレーキレバー軸部 1 　 B 　

10 フレキシブルワイヤー先端 3 　 B 　

11 フレキシブルワイヤー 6 A 　 C

A は 8 時間ごと、Bは 50 時間ごと、Cは作業前、
にグリースアップしてください。

LM315GC
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モアユニット
各モアユニットに 14 か所ずつあります。

A A

A

8bq62b-387

グリースアップ位置_002
左フレーム

B

8bq62b-562

グリースアップ位置_003
右リールハウジング

B

8bq62b-563

グリースアップ位置_004
前ローラー
参考：
この機能は仕様により、無い場合があります。
スプリットローラーにはありません。

1. 左側

B 8bq62b-388

グリースアップ位置_005
右側

B 8bq62b-389

グリースアップ位置_006
後ローラー
参考：
この機能は仕様により、無い場合があります。
左側

B

8bq62b-390

グリースアップ位置_007

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
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右側

B

8bq62b-391

グリースアップ位置_008
グルーマー
参考：
この機能は仕様により、無い場合があります。
左側

B
8bq62b-392

グリースアップ位置_009
右側

A
A B

A

8bq62b-393

グリースアップ位置_010

モアアーム支点部

モアアーム支点部のグリースアップをしないと
軸が磨耗して、リフトアームやモアアームのガタ
が大きくなります。
ガタが大きくなるとモアユニットの昇降範囲や
刈り上がりに影響が出ます。

2.

前モアユニット
各モアユニットに 2か所ずつあります。

B

B

8bq62b-394

グリースアップ位置_011

後モアユニット
2か所あります。

B

B 8bq62b-395

グリースアップ位置_012

ベルトテンションレバー

テンションレバーのグリースアップをしないと
テンションレバーが固着します。

B
8bq62b-396

グリースアップ位置_013

〔1〕

〔2〕

3.

LM315GC
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中立出し部

B

8bq62b-397

グリースアップ位置_014

後輪ピボット

B

8bq62b-398

グリースアップ位置_015

モアペダル軸支点部

B

8bq62b-399

グリースアップ位置_016

フレキシブルワイヤーブラケット

B

8bq62b-400

グリースアップ位置_017

4.

5.

6.

7.

走行ペダル軸支点部

B
8bq62b-401

グリースアップ位置_018

後輪ブレーキレバー軸部

B

8bq62b-402

グリースアップ位置_019

フレキシブルワイヤー先端
各フレキシブルワイヤーに１か所ずつありま
す。
50 時間ごとに 1ストローク（1.0 mL）グリース
アップしてください。

B

8bq62b-403

グリースアップ位置_020

8.

9.

10.

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
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フレキシブルワイヤー内のグリースが無くなる
とフレキシブルワイヤーが損傷します。
メンテナンススケジュールに従って、グリース
アップしてください。
インナーケーブルは撚り線ですが、撚り線内でも
グリースが無くなると擦れ合い、異常発熱し損傷
しやすくなりますので注意してください。

フレキシブルワイヤー
モリスピードグリース 2号を使用してくださ
い。
参考：
モリスピードグリース 2号は、二硫化モリブデ
ン配合の耐摩耗性と焼付き防止性に優れ、高温
でも垂れ落ちにくいベントングリースです。
車両本体側
作業前にグリースカップを 1回転ねじ込んで
グリースアップしてください。

C
C

C

8bq62b-404

グリースアップ位置_021
中間部
8時間ごとにグリースカップを 1回転ねじ込ん
でグリースアップしてください。

A

A

A

8bq62b-405

グリースアップ位置_022
参考：
フレキシブルワイヤーのグリースカップが
いっぱいまで回りきっている場合は、以下の要
領でグリースアップしてください。

グリースカップを取り外します。

11.

〔1〕

グリースカップに空気が入らないようにグ
リースをいっぱい詰め込みます。

グリースカップを再度取り付け、2回転ねじ
込みます。

注油

注油について

可動部が固着したり、破損したりする可能性があ
りますので、潤滑剤を塗布する必要性があります。
潤滑剤を使用する場所は、「注油位置」に記載され
ています。
潤滑剤を塗布してください。

注油位置

次の場所に 50 時間ごとに潤滑剤を塗布してくだ
さい。

2

2

1

2

9llqa9-061

注油位置_001

　 部位 注油箇所数

1
ステアリングシリンダー球面

軸受部
1

2
モア昇降シリンダー球面軸受

部
3

〔2〕

〔3〕

LM315GC
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ステアリングシリンダー球面軸受部
1か所あります。

9llqa9-062

注油位置_002

モア昇降シリンダー球面軸受部
モア昇降シリンダーに各 1か所あります。
後モアユニット

9llqa9-063

注油位置_003
左モアユニット

9llqa9-064

注油位置_004

1.

2.

右モアユニット

9llqa9-065

注油位置_005

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
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メンテナンスの方法

バックラッピング

バックラッピングとは、包丁の刃を研ぐようなも
ので、リールカッターとベッドナイフの刃先が丸
みを帯びて切れづらくなった場合、ペースト状の
研磨剤を塗って、リールカッターを逆回転させな
がら刃先を研ぐ作業のことです。
しかし、 バックラッピングは応急処置的なもの
で、完全に切れ味は戻りません。
リールカッターとベッドナイフの刃先が丸みを帯
びて切れ味が悪くなった場合は、以下の手順で、
バックラッピングを行ってください。

バックラッピング作業中はリールカッターが回
転しています。
可動部に手足を近づけないでください。

バックラッピング作業は排気ガスを吸わないよ
うに注意してください。

二人以上でバックラッピング作業を行わないで
ください。

変速ミッションを切り替えるときは必ずエンジ
ンを停止した状態で行ってください。
ベルトに手を巻き込まれるおそれがあります。

新聞紙を短冊型に裂いたもの、バックラッピン
グパウダーをオイルで混合した研磨剤または、
ジェルコンパウンド（バロネス純正研磨剤）、
ブラシを用意します。

1 2 3 4

zhz6po-002

バックラッピング_001

1.

1 新聞紙

2 バックラッピングパウダー

3 ジェルコンパウンド

4 ブラシ

参考：
研磨剤の混合比は体積比で、バックラッピング
パウダー（#200 - #400）1：オイル 3 - 4 で
す。

リールカッターやベッドナイフを取り扱うとき
は、手袋などで手を保護してください。
ただし、リールカッターを回すときに手袋などが
巻き込まれると、手や指を切るおそれがあります
ので十分注意してください。

切れ味は、刈り込み後の刃合わせ状態で調べてく
ださい。

すべてのモアユニットを上げてください。

エンジンを停止してください。

モアユニットにあるリール逆転レバーを「中
立」位置にしてください。

短冊型に裂いた新聞紙 1 - 2 枚をリールカッ
ターとベッドナイフの間に 90 °に入れ、モア
ユニットを左から見てリールカッターを反時
計回転に手で回して切り、切れ味を調べます。

リールカッターの全面（3 - 4 か所程度）にわ
たり、切れ味を調べます。

切れ味を調べ、切れ味の良いところにチョーク
などで印を付けます。

バックラッピングするモアユニットのリール
逆転レバーを「逆転」位置にします。
バックラッピングしないモアユニットは、「中
立」位置にしてください。

変速ミッション切り替えレバーを「バックラッ
ピング」の位置にします。

運転席に着座し、駐車ブレーキをかけ、エンジ
ンを始動させます。

すべてのモアユニットを地面に下ろします。

エンジン回転を低速にします。

リール回転スイッチを「回転」側にして、リー
ルカッターを逆回転させます。

ブラシに研磨剤をつけ、チョークの印を目印に
してリールカッターの切れ味の良い部分の上
面に均一に塗布します。（切れ味の悪い箇所に
は絶対に塗らないでください。）

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.
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しばらく回転させておき、接触音がしなくなっ
たら、リール回転スイッチを「停止」側に戻
し、リールカッターの回転を停止させます。

すべてのモアユニットを上げます。

エンジンを停止します。

リールカッターに塗布した研磨剤を洗い流す
か、ウエスなどでふき取り、切れ味を調べま
す。

手順 4. - 18.の作業を繰り返し、リールカッ
ターの全面（3 - 4 か所程度）が均一になるよ
うにバックラッピングします。

エンジンを始動します。

すべてのモアユニットを地面に下します。

最後にリールカッターの全面に研磨剤を塗布
し、仕上げのバックラッピングを行います。

リール回転スイッチを「停止」側に戻し、リー
ルカッターの回転を停止し、エンジンを停止
し、洗浄機などで研磨剤をきれいに洗い流しま
す。

変速ミッション切り替えレバーを任意の位置
にします。

リール逆転レバーを「中立」位置にします。

切れ味の確認をしながら、刃合わせ調整を行っ
てください。

カム調整

リールカッターとベッドナイフの左フレーム側に
すき間ができた場合:

ロックナットを緩め、左カムブッシュをすき間
の寸法だけ右に回します。
ベッドナイフを 0.1 mm (0.039 in.）上げる場
合は、左カムブッシュを 30°右へ回します。

調整後、ロックナットをしっかりと締めます。
リールカッターとベッドナイフの右フレーム側に
すき間ができた場合:

ロックナットを緩め、右カムブッシュをすき間
の寸法だけ左に回します。

調整後、ロックナットをしっかりと締めます。

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

22.

23.

24.

25.

26.

1.

2.

1.

2.

参考：
下図は左フレーム側からみた図となります。
右フレーム側は左右反転された状態となります。

4 3

E

D

C B

A

A

1

2

4

ippmes_001

カム調整_001

1 リールカッター

2 ベッドナイフ

3 ロックナット

4 カムブッシュ

A 最大 0.3 mm (0.012 in.)

B ベッドナイフ上昇

C ベッドナイフ下降

D カッターピン中心

E カムブッシュ中心
メ
ン
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リールカッターの研磨

リールカッターの研磨とは、リールカッターの真
円を出す作業と、リリーフ（2番）を作る作業の
ことです。
バックラッピングを行っても、切れ味が戻らない
場合や、リリーフ（2番）がなくなったときにす
る作業です。
バックラッピングを行っても切れ味が戻らない場
合や、リリーフ（2番）がなくなり、ベタ当たり
しバックラッピングに時間がかかるようになった
場合は、研磨を行ってください。
また、リールカッターが磨耗して円錐形になって
しまった場合は、円筒研磨し、円筒形に戻してく
ださい。
研磨機をお持ちでない場合、リールカッターの研
磨は、購入販売店または弊社までご依頼ください。

リールカッターとベッドナイフは共に刃物です。
手足を切るおそれがありますので、取り扱いには
十分注意してください。

刃物に触れる場合は、手を切るおそれがあります
ので、手袋を着用してください。

リールカッターの研磨の基準は、以下のとおりで
す。
ただし、基準値は目安であり、リールカッターの
性能を保証するものではありません。

リールカッターは、研磨後、リールカッターの
外径寸法が使用限界寸法以上残る場合、研磨を
行うことができます。

新品 使用限界

寸法：A
（リールカッ

ター外径）

寸法：B
（刃先外径

部-リールカ

ッター軸外

径部）

寸法：A
（リールカッ

ター外径）

寸法：B
（刃先外径

部-リールカ

ッター軸外

径部）

128 mm
（5.04 in）

51.3 mm
（2.02 in）

118 mm
（4.65 in）

46.3 mm
（1.82 in）

1.

参考：
リールカッター軸の外径寸法は、25.4 mm（1.00
in）です。

B
A

1

23

ok5ueg-006

リールカッターの研磨_001

1 リールカッター刃

2 リールカッター円盤

3 リールカッター軸

A リールカッター外径

B 刃先外径部-リールカッター軸外径部

リールカッターが以下の状態になった場合は、
研磨が必要です。

リールカッターの外径研磨幅（ベッドナイフ
接触部の長さ）が、使用限界寸法以上になっ
た場合。

リールカッター外径寸

法（新品）

リールカッター外径研

磨幅の使用限界寸法

128 mm（5.04 in） 2.5 mm（0.10 in）（メー

カー推奨）

A

1

ok5ueg-007

リールカッターの研磨_002

1 リールカッター刃

A リールカッター外径研磨幅

2.

〔1〕
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刃先が極端に丸くなり、バックラッピングで
は刃のエッジが立てられない状態になった
場合。

リールカッターが磨耗して円錐形になり、刃
合わせ調整ができなくなった場合。

リールカッターの交換

リールカッターとベッドナイフは共に刃物です。
手足を切るおそれがありますので、取り扱いには
十分注意してください。

刃物に触れる場合は、手を切るおそれがあります
ので、手袋を着用してください。

リールカッターの交換の基準は、以下のとおりで
す。
ただし、基準値は目安であり、新品状態のリール
カッターの性能を保証するものではありません。

リールカッターの外径寸法が使用限界寸法以
下になった場合。

新品 使用限界

寸法：A
（リールカッ

ター外径）

寸法：B
（刃先外径

部-リールカ

ッター軸外

径部）

寸法：A
（リールカッ

ター外径）

寸法：B
（刃先外径

部-リールカ

ッター軸外

径部）

128 mm
（5.04 in）

51.3 mm
（2.02 in）

118 mm
（4.65 in）

46.3 mm
（1.82 in）

〔2〕

〔3〕

1.

参考：
リールカッター軸の外径寸法は、25.4 mm（1.00
in）です。

B
A

1

23

ok5ueg-006

リールカッターの交換_001

1 リールカッター刃

2 リールカッター円盤

3 リールカッター軸

A リールカッター外径

B 刃先外径部-リールカッター軸外径部

リールカッターの取り付け

リールカッターとベッドナイフは共に刃物です。
手足を切るおそれがありますので、取り扱いには
十分注意してください。

リールカッターベアリング（左右）とシールを
以下の要領で交換します。
ベアリングは 30204JRP6 を使用してください。

ベアリングとシールにグリース (エクセライ
ト EP No. 2) を充填してください。

図のように、リールカッターをフレームに取
り付けます。

内側のナットを締め付け、ベアリングにガタ
が無いか点検します。

リールカッターが手で軽く回りガタが無い程
度に、内側のナットを緩めます。
締め付けトルク : 7 N-m (71.4 kgf-cm /
61.96 lb-in)

1.

2.

3.

4.

メ
ン
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外側のロックナットを締め付けます。

4 35

1 1

8

2

76

wggg9e_001

リールカッターの取り付け_001

1 ベアリング

2 シール

3 リールカッター

4 内側ナット

5 外側ナット

6 キー

7 カバー

8 ピン

ベッドナイフの交換

リールカッターとベッドナイフは共に刃物です。
手足を切るおそれがありますので、取り扱いには
十分注意してください。

刃物に触れる場合は、手を切るおそれがあります
ので、手袋を着用してください。

ベッドナイフの交換の基準は、以下のとおりです。

リールカッターを研磨した場合。

リールカッターを交換した場合。

ベッドナイフが磨耗した場合。

5.

1.

2.

3.

ムク刃
ベッドナイフの前面（フロントフェイス）が無く
なる前に交換してください。

A

2

1

d5gd5v-002

ベッドナイフの交換_001

1 ベッドナイフ

2 取り付け穴

A 前面（フロントフェイス）

ハイス付刃
ベッドナイフのチップが無くなる前に交換してく
ださい。

13

A

2

d5gd5v-003

ベッドナイフの交換_002

1 ベッドナイフ

2 取り付け穴

3 チップ

A 前面（フロントフェイス）

LM315GC
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タイヤの脱着

前輪タイヤ

前輪タイヤの取り外しは、以下の手順で行いま
す。:

ボルトを緩めます。

1

lm2ieh-004

前輪タイヤ_001

1 調質ボルト

前部左右フレーム部のジャッキアップポイン
トにジャッキを確実にかけ、タイヤが浮くま
で上げます。
「ジャッキアップポイント」(Page 5-9)

ボルトを取り外します。

取り付け座からタイヤを取り外します。

ボルトを締め付ける際は、締め付け順（対角）に
締め付けてください。

前輪タイヤの取り付けは、取り外し手順の逆の
方法で行います。

1.

2.

3.

4.

後輪タイヤ

後輪タイヤの取り外しは、以下の手順で行いま
す。:
2WD の場合

エンジンマウントフレーム部のジャッキアッ
プポイントにジャッキを確実にかけ、タイヤ
が浮くまで上げます。
「ジャッキアップポイント」(Page 5-9)

ワイヤーを取り外します。

左右のボルトを取り外します。

後輪ホイール Assy を取り外します。

2

1

3
75uxaw-005

後輪タイヤ_001

1 ワイヤー

2 ボルト

3 後輪ホイール Assy

ボルトを取り外します。

1

75uxaw-005

後輪タイヤ_002

1 ボルト

取り付け座からタイヤを取り外します。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

メ
ン
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ボルトを締め付ける際は、締め付け順（対角）に
締め付けてください。

後輪タイヤの取り付けは、取り外し手順の逆の
方法で行います。
3WD の場合

エンジンマウントフレーム部のジャッキアッ
プポイントにジャッキを確実にかけ、タイヤ
が浮くまで上げます。
「ジャッキアップポイント」(Page 5-9)

ワイヤーを取り外します。

左右のボルト Aを取り外します。

中心のボルト Bを取り外します。

ブレーキシュー Assy を取り外します。

ブレーキドラムを取り外します。

2

1

3

4

5

75uxaw-005

後輪タイヤ_003

1 ワイヤー

2 ボルト A

3 ボルト B

4 ブレーキシュー Assy

5 ブレーキドラム

ボルトを取り外します。

1

75uxaw-005

後輪タイヤ_004

1 ボルト

取り付け座からタイヤを取り外します。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

ボルトを締め付ける際は、締め付け順（対角）に
締め付けてください。

後輪タイヤの取り付けは、取り外し手順の逆の
方法で行います。

ベルトの張り調整

ベルトの調整を行う場合は、必ずエンジンを停止
してください。

ベルトの張り具合の確認は、ベルトを数回転させ
た後に行ってください。

使用頻度により、ベルトが緩いと踊ったり、スリッ
プする可能性があります。
また、張り過ぎると損傷が早くなる可能性があり
ます。
必要に応じて調整し、いつも適正な張り具合に
保ってください。

ファンベルト

ボンネットを開いてください。

ベルトの中央部を指で押さえて、張り具合を
確認してください。

ベルトの張りが適正でない場合は、オルタ
ネーターを取り付けているナットとボルトを
緩め、オルタネーターを動かして調整してく
ださい。

2

1

4

5
3

A

mzdn8n-002

ファンベルト_001

1.

2.

3.
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1 ファンベルト

2 ブレード

3 オルタネーター

4 ナット

5 ボルト

A 7.0 - 9.0 mm (0.276 - 0.354 in)

リールカッター駆動ベルト

シート下カバーを前に傾け、カバーを開いて
ください。

ボンネットを開いてください。

ベルトの中央部を指で押さえて、張り具合を
確認してください。

ベルトの張りが適正でない場合はボルトを緩
め、プーリーの付いているフレキシブルワイ
ヤーハウジングをスパナで動かして張り具合
を調整してください。
ベルトの張りは、プーリーピッチ間の中心を
55.0 N（5.5 kgf）で押したとき、13±2 mm
（0.51±0.08 in）に調節します。

2

3

1 eqhyge-001

リールカッター駆動ベルト_001

1 リールカッター駆動ベルト

2 ボルト

3 フレキシブルワイヤーハウジング

1.

2.

3.

4.

変速ミッション入力ベルト

テンションレバーが固着していないか確認して
ください。
固着しているとベルトの寿命が短くなります。

シート下カバーを前に傾け、カバーを開いて
ください。

ボンネットを開いてください。

ベルトの中央部を指で押さえて、張り具合を
確認してください。

1

i352yo-001

変速ミッション入力ベルト_001

1 エンジンテンションベルト

ナットを緩め、スプリングの長さを 50.0 mm
（1.969 in）に調節してください。

1

AA

i352yo-004

変速ミッション入力ベルト_002

1 ナット

A 50.0 mm（1.969 in）

ナットでロックしてください。

1.

2.

3.

4.

5.
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駐車ブレーキの調整

ブレーキワイヤーが切れると、機械は停止不能と
なります。
ブレーキワイヤーに亀裂、損傷などがある場合
は、直ちに交換してください。

駐車ブレーキが斜面で効くこと、解除したときに
ブレーキを引きずっていないことを確認してく
ださい。
異常がある場合は、駐車ブレーキ装置の調整を
行ってください。

駐車ブレーキは、ブレーキワイヤーのアジャスト
ボルトの締め込みにより、調整してください。

1

2

4

3

ulabms-003

駐車ブレーキの調整_001

1 駐車ブレーキレバー

2 ロックナット

3 アジャストボルト

4 ブレーキワイヤー

作業速さの調整

モアユニットを下げてください。

右シリンダーのロッドヘッド側のロックナッ
トを緩め、ボルトの長さを調整してください。

ボルトの長さ（長く）：遅くする

ボルトの長さ（短く）：速くする
調整後は、確実にナットでロックしてくださ
い。

A

1
2

cs6lrm-002

作業速さの調整_001

1 ロッドヘッド

2 ロックナット

A ボルトの長さ

ピストンポンプの中立位置の調整

回転するタイヤに触れないように注意してくだ
さい。

中立位置の調整を行う際は、この機械が動き出す
おそれがあります。
ジャッキアップポイントに確実にジャッキをか
け、すべてのタイヤが地上から離れるまで機械を
ジャッキアップしてください。

走行ペダルを踏んでいない状態で前進または後進
する場合は、中立が出ていません。
以下の要領で調整してください。

エンジンを停止します。

ジャッキアップポイントに確実にジャッキを
かけ、機械をジャッキアップします。
「ジャッキアップポイント」(Page 5-9)

ジャッキスタンドとタイヤが接触してないこ
とを確認してください。

エンジンを始動し、エンジン回転速度を最高速
にします。

1.

2.

・

・

1.

2.

3.

4.

LM315GC
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中立位置を調整します。

ロックナットを緩めてください。

前輪が止まるまでカムシャフトをゆっくり
回転させます。
前輪が止まる位置を見つけ、カムシャフトを
ナットでロックしてください。

1

2

hsn2jo-010

ピストンポンプの中立位置の調整_001

1 ロックナット

2 カムシャフト

冷却水の交換

エンジン運転中および停止直後のラジエーター、
冷却水には絶対に触れないでください。
高温のため火傷をするおそれがあります。

交換はエンジンが十分冷えてから、行ってくださ
い。

ラジエーターキャップは、加圧式です。
エンジンが過熱した状態でラジエーターキャッ
プを取り外すと高温の蒸気が噴き出し、火傷をす
るおそれがあります。
水温および、圧力が下がってからキャップを厚手
の布などを当て、徐々に開けてください。

冷却水を交換する場合は、冷却水を容器で受け、
地域の法律に従って適切に処分してください。

冷却水を交換する場合は、必ずきれいな水と不凍
液（ロングライフクーラント）を混合し、ラジ
エーターとリザーブタンクに注入してください。

5.

〔1〕

〔2〕 ラジエーターキャップはしっかり閉めてくださ
い。
キャップが緩んでいたり、不適切に取り付けられ
ていると水が漏れてエンジンがオーバーヒート
により損傷します。

不凍液ときれいな水を混合する場合、不凍液の混
合比は以下の「ロングライフクーラント（LLC）濃
度と凍結温度の関係」を参考にしてください。
ロングライフクーラント（LLC）濃度と凍結温度の
関係

凍結温度 LLC 濃度（容量％）

-10 °C（14 °F）まで 20 ％
-15 °C（5 °F）まで 30 ％
-20 °C（-4 °F）まで 35 ％
-25 °C（-13 °F）まで 40 ％

エンジンを停止し、ラジエーターを冷却してく
ださい。

ラジエーターカバーを開けてください。

以下の要領で冷却水を排出します。

冷却水を受ける容器を置いてください。

ラジエーターの排出プラグを取り外してく
ださい。

1
v2x572-011

冷却水の交換_001

1 ラジエーター排出プラグ

1.

2.

3.

〔1〕

〔2〕

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

LM315GC

メンテナンス

Page 5-25メンテナンスの方法



ラジエーターキャップを取り外し、冷却水を
排出てください。

1

2

ouuoov-010

冷却水の交換_002

1 ラジエーターキャップ

2 ラジエーター

リザーブタンクを取り外してください。

1

2

ouuoov-025

冷却水の交換_003

1 リザーブタンク

2 リザーブタンクキャップ

リザーブタンクのキャップを開け、冷却水を
排出してください。

リザーブタンクを取り付けてください。

きれいな水でゴミやさびが出なくなるまで、ラ
ジエーターを洗浄してください。

ラジエーター内の水をすべて排出してくださ
い。

以下の要領で冷却水を満たします。
冷却水容量は、リザーブタンクを含み、3.0

dm3（3.0 L）です。

排出プラグを取り付けてください。

ラジエーターキャップの口元まできれいな
水と不凍液をラジエーターに入れてくださ
い。

ラジエーターキャップを閉めてください。

リザーブタンクの「FULL」まできれいな水と
不凍液を入れてください。

リザーブタンクのキャップを閉めてくださ
い。

〔3〕

〔4〕

〔5〕

4.

5.

6.

7.

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

エンジンを始動し、数分間運転して空気抜きを
してください。

エンジンを停止し、ラジエーターを冷却してく
ださい。

リザーブタンクの冷却水が「FULL」と「LOW」
の間にあることを確認し、必要があれば補給し
てください。

ラジエーターカバーを閉めてください。

油圧作動油の交換

熱いオイルが皮膚に付くと火傷をするおそれが
ありますので、十分注意してください。

作動油を交換する場合は、作動油を容器で受け、
地域の法律に従って適切に処分してください。

作動油が乳化、または透明度が少しでも悪くなっ
た場合は、直ちに交換してください。

作動油は、シェルテラス S2M46（相当品）を使
用してください。
相当品を使用する場合は油圧作動油性能表を参
考にして、指定された油圧作動油の数値よりも性
能の良いものをご使用ください。
特に動粘度と粘度指数については、指定数値を満
たさない油圧作動油を使用した場合は、油圧回路
が故障します。

参考：
油圧作動油性能表

指定油圧作動油 シェルテラス S2M46

ISO 粘度グレード ISO VG46

密度 15 °C（59 °F）
0.873 g/cm3

（0.0315 lb/in3）

API 度 30.6

引火点（開放式） 230 °C（446 °F）

流動点 -30 °C（-22 °F）

動粘度
40 °C（104 °F） 46 mm2/s（46 cSt）

100 °C（212 °F） 7 mm2/s（7 cSt）

粘度指数 109

8.

9.

10.

11.
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以下の要領で、古い作動油を抜き取ってくださ
い。

エンジンを始動し、作動油を温めてくださ
い。

水平な場所で、モアユニットを下げ、エンジ
ンを停止してください。

油圧タンクのドレンプラグを外し、古い作動
油を容器に抜き取ってください。

ドレンプラグに新しいシールテープを巻き
直し、油圧タンクに再び取り付けてくださ
い。

2

1

pfdche-007

油圧作動油の交換_001

1 油圧タンク

2 ドレンプラグ

ボンネットを開けてください。

以下の要領で、新しい作動油を補給してくださ
い。

油圧タンク容量は、約 16.0 dm3（16.0 L）で
す。

タンクキャップを開け、注入口から新しい作
動油を油面が油圧タンクの油量ゲージの中
心になるまで入れてください。

1

2
dmhzyz-009

油圧作動油の交換_002

1 タンクキャップ

2 油量ゲージ

タンクキャップを確実に閉めてください。

1.

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

2.

3.

〔1〕

〔2〕

エンジンを始動し、モアユニットを上げ下ろし
し、左右にハンドルを切ってください。
前後進を数度繰り返してください。

水平な場所でモアユニットを上げた状態で油
面が、油量ゲージの中心にあるか確認し、必要
があれば補給してください。

機体の下を確認し、油漏れが無いことを確認し
てください。

ボンネットを閉めてください。

油圧オイルフィルターの交換

熱いオイルが皮膚に付くと火傷をするおそれが
ありますので、十分注意してください。

油圧オイルフィルターを交換する場合は、作動油
を容器で受け、地域の法律に従って適切に処分し
てください。

作動油が乳化、または透明度が少しでも悪くなっ
た場合は、直ちに交換してください。

作動油は、シェルテラス S2M46（相当品）を使
用してください。

水平な場所で、モアユニットを下ろしてくださ
い。

エンジンを停止してください。

古いフィルターカートリッジを取り外してく
ださい。

1
ycfdh6-018

油圧オイルフィルターの交換_001

1 フィルターカートリッジ

新しいフィルターカートリッジのパッキンに
作動油を薄く塗布し、取り付けてください。

4.

5.

6.

7.

1.

2.

3.

4.
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パッキンが取り付け面に当たるまでフィル
ターカートリッジを手でねじ込んでください。
そこからさらに 1/2 回転締め付けてください。

油圧作動油を規定量まで補給してください。
「油圧作動油の補給」(Page 4-5)

エンジンを始動し、10 - 20 分後に停止してく
ださい。

フィルターカートリッジのシール面から油漏
れが無いことを確認してください。

油圧作動油の油量を確認してください。
少ない場合は、油圧作動油を規定油面まで補給
してください。

機械の下を確認し、油漏れが無いことを確認し
てください。

エアクリーナーの交換

エアクリーナーエレメントが汚れていると、エン
ジン不調の原因となります。
エンジンの寿命を延ばすために適切な時期に交換
をするように心掛けてください。

エアクリーナーエレメントの交換時期は、以下
のとおりです。

エアクリーナーエレメントは、メンテナンス
スケジュールに従って交換してください。

汚れの多い場合は、規定時間に達していなく
ても交換してください。

エアクリーナーエレメントの交換は、エアク
リーナーの清掃と同様の手順で行ってくださ
い。
「エアクリーナーの清掃」(Page 4-6)

エンジンオイルの交換

熱いオイルが皮膚に付くと火傷をするおそれが
ありますので、十分注意してください。

エンジンオイルを交換する場合は、エンジンオイ
ルを容器で受け、地域の法律に従って適切に処分
してください。

エンジンオイルは、API サービス分類の CF 級以
上で、使用環境（気温）に合わせた SAE 粘度の
オイルを使用してください。

5.

6.

7.

8.

9.

10.

1.

〔1〕

〔2〕

2.

オイルレベルゲージとオイルフィラーキャップ
は、確実にねじ込んでください。

エンジンオイルが汚れていたり、埃の多い環境で
運転した場合や、エンジンを高負荷あるいは高温
で運転した場合は、オイル交換の回数を増やして
ください。

以下の要領で、古いエンジンオイルを抜き取っ
てください。

エンジンを始動し、エンジンオイルを温めて
ください。

水平な場所でエンジンを停止してください。

ドレンプラグを外し、古いエンジンオイルを
容器に抜き取ってください。

1
gui678-011

エンジンオイルの交換_001

1 ドレンプラグ

ドレンプラグをエンジンに取り付けてくだ
さい。

オイルフィラーキャップを取り外し、新しいエ
ンジンオイルの油面がオイルレベルゲージの
上限と下限の間になるまで入れます。

エンジンオイル量は、約 2.8 dm3（2.8 L）で
す。

オイルフィラーキャップを取り付けてくださ
い。

1 kx9ti-004

エンジンオイルの交換_002

1.

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

2.

3.

LM315GC

メンテナンス

Page 5-28 メンテナンスの方法



1 オイルフィラーキャップ

補給したエンジンオイルは、オイルパンに下が
るまである程度時間を要します。
補給してから 10 - 20 分後にオイルの量を再
点検してください。

機体の下を確認し、油漏れが無いことを確認し
てください。

エンジンオイルフィルターの交換

熱いオイルが皮膚に付くと火傷をするおそれが
ありますので、十分注意してください。

エンジンオイルフィルターを交換する場合は、エ
ンジンオイルを容器で受け、地域の法律に従って
適切に処分してください。

エンジンオイルは、API サービス分類の CF 級以
上で、使用環境（気温）に合わせた SAE 粘度の
オイルを使用してください。

オイルレベルゲージとオイルフィラーキャップ
は、確実にねじ込んでください。

古いフィルターカートリッジをフィルターレ
ンチで取り外してください。

1

5vmf9a-004

エンジンオイルフィルターの交換_001

1 フィルターカートリッジ

新しいフィルターカートリッジのパッキンに
エンジンオイルを薄く塗布してください。

パッキンが取り付け面に当たるまでフィル
ターカートリッジを手でねじ込んでください。
そこからさらに 1/2 回転締め付けてください。

4.

5.

1.

2.

3.

エンジンオイルを規定量まで補給してくださ
い。
「エンジンオイルの補給」(Page 4-9)

エンジンを始動し、10 - 20 分後に停止してく
ださい。

フィルターカートリッジのシール面から油漏
れがないことを確認してください。

エンジンオイルの油量を確認してください。
少ない場合は、エンジンオイルを規定油面まで
補給してください。

機械の下を確認し、油漏れが無いことを確認し
てください。

燃料フィルターエレメントの交換

燃料フィルターは、埃やゴミがたまると燃料の流
れが悪くなります。
適切な時期に交換するように心掛けてください。
燃料フィルターは、燃料タンクの下側の左側にあ
ります。

燃料フィルターの燃料コックを閉じてくださ
い。

1
2

3

B

A

v2e27i-012

燃料フィルターエレメントの交換_001

1 燃料タンク

2 燃料コック

3 燃料フィルター

A ON（開く）

B OFF（閉じる）

4.

5.

6.

7.

8.

1.
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リングネジを外し、カップを取り外してくださ
い。

1

2

3

4
zihgka-001

燃料フィルターエレメントの交換_002

1 O リング

2 エレメント

3 カップ

4 リングネジ

フィルターカップ内部を軽油で洗浄してくだ
さい。

燃料フィルターを取り付けるときは、埃やゴミが
付着しないように注意してください。
燃料内に埃やゴミが混入して、エンジン故障の原
因になります。

新しい燃料フィルターエレメントを取り付け、
元のように正しく組み付けてください。

燃料タンクに燃料を満たし、燃料コックを開い
てください。

1

2

A

B

3 3

kou8ls-003

燃料フィルターエレメントの交換_003

2.

3.

4.

5.

1 燃料コック

2 燃料フィルター

3 空気抜きプラグ

A ON（開く）

B OFF（閉じる）

燃料の空気抜きをしてください。

変速ミッションのグリース交換

変速ミッションは運転席後部にあります。
2年ごとグリース交換をしてください。

グリースの種類 パイロノック CC1 号

グリースの量 400 g

1

ib4tfi-001

変速ミッションのグリース交換_001

1 変速ミッション

6.
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ヒューズの交換

電気系統のメンテナンスを行う場合は、必ずバッ
テリーのマイナス配線を取り外してください。

ヒューズが切れた場合は、電気回路内で短絡が生
じている可能性があります。
端子の接続不良、配線、端子の損傷、配線の組み
間違いなど、原因を調べてください。

ヒューズを交換するときは、ヒューズを取り付け
る前にヒューズ取り付け部を圧縮空気で清掃し
てください。

ヒューズボックス

ヒューズボックス内にスペアヒューズ、交換工
具が付属されています。

1

pkm25s-008

ヒューズボックス_001

1 ヒューズボックス

ヒューズは、自動車用ミニヒューズです。
規定容量のものと交換してください。

A B C D E

GF H I J

K
L
M
N

O

pkm25s-003

ヒューズボックス_002

A 5 A グローランプタイマー

B 5 A キーストップタイマー

C 5 A
グローランプタイマー、グローランプ（サーモス

タートランプ）

D - -

E - -

F 15 A エンジン停止ソレノイド

G 15 A その他

H 5 A 水温計、レギュレーター

I - -

J - -

K 5 A

スペア
L 5 A

M 15 A

N 15 A

O ヒューズ抜き用工具

ヒュージブルリンク

ヒュージブルリンクのヒューズ容量は、50A で
す。

1

1qgabk-005

ヒュージブルリンク_001

1 ヒュージブルリンク
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リレーの作動確認

モアユニット制御リレー

リレーボックスはシートの後方にあります。
モアユニットの昇降とリールカッターの回転・
停止を制御しています。
LED の点灯により作動状態の確認ができます。

321

x1d47c-001

モアユニット制御リレー_001
LED の状態は下の表を使用し確認できます。

　 　 条件 LED 表示

1
右前昇降シリンダー

（リール回転）

下降 ON
上昇 OFF

2
中モア昇降シリンダー

（昇降スイッチ前）

上昇 ON
下降 OFF

3
中モア昇降シリンダー

（昇降スイッチ後ろ）

下降 ON
上昇 OFF

インターロックリレー

リレーボックスはシート下カバーの下部にあり
ます。
エンジン始動・停止に対する安全装置の作動を
制御しています。
LED の点灯により作動状態の確認ができます。

1

2
3

5

4

9bth1z-001

インターロックリレー_001
LED の状態は下の表を使用し確認できます。

　 　 条件 LED 表示

1 走行ペダルスイッチ
中立 ON
踏む OFF

2 駐車ブレーキスイッ

チ

引く ON
戻す OFF

3 シートスイッチ
離れる ON
座る OFF

4 リール回転スイッチ
ON ON
OFF OFF

5 変速ミッション切り

替えレバー

LAP ON
H OFF
L OFF

LM315GC
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モアユニットの取り外し方法

モアユニットとフレキシブルワイヤーを固定
しているクリップを取り外してください。

1

l9sh2i-002

モアユニットの取り外し方法_001

1 クリップ

モア取り付けパイプのストッパーを前に滑ら
せ、引き上げてください。

モアユニットを引き抜き、取り外してくださ
い。

1

l9sh2i-001

モアユニットの取り外し方法_002

1 ストッパー（左右）

参考：
モアユニットの取り付けは、取り外しと逆の手順
で行ってください。

1.

2.

3.
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 442 - 8530
1 - 26

TEL (0533) 84 - 1221
FAX (0533) 84 - 1220

LM315GC-UMA-JPZ/22H-00-S.K
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